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1. 研究活動
ロ {富男Ij報告
1 )フロックの形成過程における構造効果の解析を行った。
2)勝、旋状毛管粘度計を開発し粘土懸灘液のレオロジー特性を解耕した。
3 )土壌の粒度分析はフ Eツクの形成を評価していないことを指摘した。
4) フロックの形成に関与する高分子電解伎のコロイド表面の挙動を解析した。
5)アロフェン、イモゴライトの荷電特性を解析した。
6)土壌、地震中におけるコ白イド促進型輪送の解析をした。
口論文等
学街論文
1. K.Miyahara， S.Ooi， K.Nakaishi， M.Kobayashi，Y.Adachi 
Capillary Diameter Effects on the Apparent Viscosity of the Suspension of Clay Flocs 
日本レオロジー学会誌， 32，277-284 (2004) 
2. Y. Adachi， M.Kobayashi， T.Yanagibashi 
Densification of Smal1 Flocs Formed in the Mixing Flow under the Condition ofRapid Coagulation 
農業土木学会論文集，233，49づ6(2004) 
3. 山下祐司， 足立泰久
ガラスビーズ及び鹿沼土カラムを通過するモデノレコロイド粒子の翰送に対するコロイド安
定性および間隙径の影響
農業土木学会論文集，233，75蜘81 (2004) 
4‘ N.Sakairi， M.Kobayashi， Y.Adachi 
E百ectsof Salt Concentration on the Yield Stress of Sodium Montmorillonite Suspensiori 
J. Col1oid and Interface Science， 283， 245-250 (2004) 
国際会議論文(プロシーデイングス)
1. Y.Adachi， S.Koga， M.Kobayashi， 
Colloidal stabiluy of allophone dispersion studied by means of dynamie light scattering， Proc.Interface 
Against Pollution 2004， June， Julich (Geηnany) 
2. Y.Yamashita， Y.Adachi， 
7 
Hydrodynamic transportation of col1oidal particles through column of glass beads and Kanuma soil， 
Proc.Interface Against Pollution 2004)une， Julich (Germany) 
3.日.Tsuchda，S.Ooi， K.Nakaishi， Y.Adachi， 
Effects of pH and ionic strength on electrokinetic properties of imogolite Proc.Interface Against 
Pollution 2004， June， Julich (Germany) 
4.N. Sakairi， M. Kobayashi， Y.Adachi， 
Effect of Salt Concentration on the Yield Stress of Sodium Montrnirillonite Suspension， Proc. 01 14th 
lnt. Congr. 01 Rheology， SU69， Seoul， Korea， 2004， Aug. 
5. Kazumi Miyahara， Setsuo Ooi， Katsuya Nakaishi， Yasuhisa Adachi， Motoyoshi Kobayashi， 
Evaluation of Strength of Sodium Montmoril1onite Flocs based on Apparent Viscosity and Yield 
Stress， 
Proc.XIVth Int.Congr.on Rheology， Seol， Korea， pp.22-27，2004 
Q 著饗
1. 著者名足立泰久(単著)
線形系の偏微分方程式(上)改訂版
イセプ， ト156(2004) 
報告審等
1. 足立泰久
汚染物質キャリアとしてのコロイドの水理学的挙動
平成 13'"'"'15年度科学研究費補助金研究成果報告書， 1 -127 (2004) 
口頭発表
1. 小林俊也足立泰久
螺旋型粘度計の開発とそれを用いた粘土懸濁液の流動特性
平成 16年度農業土木学会大会講演会
農業土木学会 2004/09/09 札幌
2. 加藤貴久足立泰久
ブロック形成を考磨、した沖縄土壌の粒度測定
平成 16年度農業土木学会大会講演会
農業土木学会 2004/09/09 札幌
3. 坂入信之，石田尚之，京藤敏達，足立泰久
疎水性表面開の微小気泡の架矯による引力的相互作用
4. 小林俊出足立泰久
螺、旋状毛細管型粘度計の開発とそれを用いた粘土懸濁液の流動特性j
8 
第 9自関東地区レオロジー研究会修士論文発表会
自本レオロジー学会関東地区レオロジー研究会
5. 青木謙治足立泰久
高分子電解震を用いたコロイド粒子の凝集過程に関する研究(磁)衝突拐度に基づいた高分
子吸蕃と凝集速度の解析
第 39呂 田本水環境学会年会講演集 2005/03118 千葉
6. 山下祐司 足立泰久
ガラスビーズ及び鹿沼土を充壊したカラムを通過するコ口イド粒子の輸送に関する研究
第 39西 宮本水環境学会年会講演集 2005/03/19 千葉
一般講演等
1.粘土-水系コロイドの表面化学的性質と凝集分散
九州コロイドコロキウム (22白)伊万里 (2004，8)
q 外部資金
科学研究費
農業環境におけるコロイド界面現象と流体運動が協同する物質動態とのその予測制御
基盤研究 (A)，12，400，000 
学内プロジェクト
汚染物質キャリアとしての粘土フロックの特性
助成研究 (B)600，000 
共同研究
電力中央研究所
多孔質カラム中のコロイド輸送に関する研究
1，000，000 
2. 教育活動
ロ学群
科目名
計測制御工学実験(I回)
土の物理学
実用解析豆
水資源利用学実験 (5回)
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単位数 標準履修年次 実施学期
1.5 2 
2 2 2 
1 2 2 
1.5 3 2 
基礎数学演習 (10@]) 1 1 3 
総合科目A(研究者のプロフィーノレ3) 1 1 3 
(農業・土・環境を結ぶ化学とコロイド
科学の系譜) (3回)
専門語学E l 3 1 
Q 環境科学研究科
科自名 単位数 標準履修年次 実施学期
土壌環境保全学 2 1 3 
環境創成総合演努 1 1 2 
o 生命環境科学研究科
科目名 単位数 標準履修年次 実範学期
土壌箇物理学 2 1 2 
生産基盤システム工学演習 1'"'-I 6 
生産基盤システム工学特別研究1'"'-I 1 2 
3.学内委員会および学外活動
q 学内委員
組織名 委員会名
環境科学研究科 カリキュラム委員
農林工学系 運営委員
生物資源、学類 数学物理学補習
o その他学外活動
組織名 活動内容
Interface Against Pollution 2004 学術委員
4.罰際活動
ロ 海外出張・研修
国際会議・霞際研究集会への参加
期間 用務 渡航先 経費
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5.22-6.3 Interface Against ドイツ
PoIlution 2004におけ スイス
る研究発表および
関連常報収集
5. その他
5.1 サマースクーノレ「土・水・生命環境とコロイド界rni現象j
http://www.agbi.tsukuba.ac.jp/~colloid/seminar0408.html 
の開催
5.2 セミナー「コロイド界記における腐植物質・高分子電解質の挙動j
http://www.agbi.tsukuba.ac.jp/~col loid/seminar0503‘html 
の開催
6.学校論文額{菜
o 修士論文リスト
環境科学研究科
氏名 論文題自
山下祐司 ガラスビーズおよび鹿沼土を充填したカラムを
主査
通過するコロイド粒子の翰送に関する研究 足立泰久
ロ 学士論文リスト
生物資源学類
科学研究費
話IJ査:
東照雄中谷清治
氏名 論文題自 指導責任教官 指導担当教官
稲田麻希 電泳道移動度およびイオン交換容量
によるアロフェンの荷電特性
に関する研究 足立泰久
渡久地真希国頭マージのコロイド科学的特性に
関する研究 足立泰久
深津智典 ブラウン運動による凝集速度に対する
フロックのフラクタノレ構造形成の結果 足立泰久
内田太一 低次フロックの構造形成に対する
第断流れの影響 足立泰久
1 
氏名:安部征雄
職名:教授
1. 研究活動
Q 偲完Ij報告
土壌内の塩類集積とその対策に関する研究として、土壌表層付近に集積する塩類のスティックや
シートを用いた捕集法、表層に集積した塩類の溶解と溶液の蒸発力利用した新たな発想、の徐去
方および蒸発力を利用した過剰土壌水の除去法等について実験室レベノレの基礎的な可能性検
討を行った。
2. 温媛化対応としての生物的炭酸ガス国定に関して、乾燥地域における大規模植林の可能性と具体
的方法の確立を目指して、西オーストラリア州レオノラ地区を対象に植生量および土壌条件の把握に関
する調査を現地踏査、航空写真、ランドサットデータを用いて実施し、乾燥地植林による成果の評価と
そニタリング、の手法等について成果が得られた。
3. 地球規模の環境問題の対応においては、個々の現象に対する要素技術の改良、開発とともに、関
連要素を有機的に関連付け、一連のシステムとして全体が機能する仕掛けを構築しなければならない。
そこで、乾燥地植林を例として、システムに必要な要素の整理、分析を行い、具体的な繋がりについて
のシミュレーションを行い、その妥当性について検討した。
4. 乾燥地水資源の地表流出水の有効利用法として、ディッチ法の開発と土壌水分挙動について実
験室レベルの検討を行い、土壌への流出水の浸透促進効果および、深部浸透による土壌水分の蒸発抑
制効果が得られることを確認した。
学術論文
1. Kang， S.Su， X. Tong， L.Shi， P.Yang， X. Abe， Y.Du， T.Shen， Q. Zhang， J.
The impacts of human activities on the water-Iand environment of the Shiyang Rivar basin， an 
aridregion in northwest China 
HydrologicaI Sciences， 49(3) ，413-427(2004) 
2. Suganuma， H. Abe， Y.Taniguchi， M. Saito， M. Yamada， K. 
FundamentaI Research on Detection of Stand Biomass Change in an Arid Rangeland 
Joumal of Arid Land Studies， 1牛S，85-88(2004) 
3. Shiono， K. Kanri， Y， Abe， Y.Kojima， T.Yamada， K. 
Stand Growth ofRepresentative Plant Communities in Arid Land ofWestem AustraIia 
JoumaI of Arid Land Studies， 14-S， 207-210(2004) 
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4. 菅沼秀樹，安部征雄，吉武孝
「林野火災応急対策シミュレーションjモデ、ノレの検証一各務原市林野火災を例に一
日本林学会誌， 86巻(4)，337-348(2004) 
5. CUI， Y.ABE， Y.， ABU-ZREIなM.ISODA， H. YOKOTA S. 
Characteristics of Water Evaluation and Distribution in Sandy Soil on Soi1 with Vertical Drip 
Irrigation under Arid Condition 
10umal of Arid Land Studies， 14-3，133-145(2004) 
6. Isoda， H. Talorete， T.P.N. Han， 1.Oka， S.Abe， Y.Inamori， Y 
Effects of Organophosphorous Presticides Used in China on Various Mammalian Cells 
Environmental Sciences， 12ω1，9-19 (2005) 
特許等
1. 山田興一、小島紀徳、安部征雄
乾燥地植林のための土地改良方法
特綴2003司 103345、日本
口外部資金
1. 天然物の生理活性に関する研究、 3，300，000
2. 地球環境研究総合推進費新規戦略研究プロジェクト(分担)、 3，900，000
科学研究費
1. 極限乾燥地バイオマス遺伝子資源の機能開発と有効利用、基盤研究 B、3，700，OQO
2. 教育活動
Q 学群
? ? ?
、?
?
???
? ?? ? ?
?
??????????
単位数
1.0 
1.0 
標準履修年次
3，4 
1.2 
? ??
?
? ，?? ?
q バイオシステム研究科
科医名 単位数 標準履修年次 実施学期
乾燥地利用工学 2 1，2 2 
バイオシステム特別研究 1，2 ト3
バイオシステム演習 1，2 ト3.
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ロ 生命環境科学研究科
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
乾燥地工学特論 2 1，2 2 
乾燥地工学演習 I-V 3 ト5 ト3
乾燥地工学特別研究 I-Il 6 1-2 1-3 
3. 学内委員会および学外活動
ロ学内委員
組織名
教育開発国際協力研究センター
北アフリカ研究センター
口学会活動
?????? ??? ?
委員会名もしくは役職
???
?
? ? ?
?
?????? ?
4. 国際活動
2004.5.21時6.2 第4白チュニジア・日
本科学技術セミナー
およびリビア国アル
ハータ大学等共向研
究打ち合わせ
2004.8.5 -8.11 中国水利水電科学研
究所および南京大学
との研究討議
2004.12.18‘12.27 エジプトの研究機関
との共同研究推進の
ための現地調査
2005.3.28-4.4 モロッコの大学との
共同研究及び大学問
協定に演する現地調
査
会長
地理学研連連絡委員
チュニジア
リビア
中国
エジプト
モロッコ
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現地誤査
期間 経費
2004.5.2-5.9 
2005.2.5-2.9 
2005.3.16-3.24 
用務
ボジュジュセドリア
テクノパーク建設事
業案件形成講査
乾燥地大規模植林プ
ロジェクトに関する
年度末両国間協議
乾燥地横林による炭
素国定システムの構
築の現地調査
渡航先
チュニジア
オーストラリア
オーストラリア
JBIC 
地球環境研究総合推
進費
地球環境研究総合推
進費
5. 学位論文関係
口 博士論文リスト
生命環境科学研究科
氏名 論文題呂
窪益斌 Study on Soil Water Movement and Water-
Saving E伍ciencywith Vertical Subsurface 
Drip in Arid Land 
後藤有右 Dehydration法における土性の影響と数値 安部征雄
解析の適用に関する研究
Q 修士論文リスト
生命環境科学研究科
氏名
??
???
論文題目 主査
井上兼人 海水温と内陸部気温との差による脱塩技術安部征雄
保久丈太郎ブルキナファソ留における保存林劣化の現状安部征雄
とその対策
バイオシステム研究科
氏名 論文題岳
前原一夫 乾燥地における溝を用いたウオータ
ノ¥ーベスティングに関する研究
主査
安部征雄
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訟!査
木村俊範
藤村達人
東照雄
木村俊範
藤村達人
東照雄
忌j査
木村俊範
藤村達人
木村俊範
東照雄
高Ij査
木村俊範
藤村達人
q 学士論文リスト
生物資源学類
氏名 論文題自 指導責任教宮 指導担当教官
下堀項= ECH20土壌水分フ。ロープの塩類度 安部征雄 藤巻晴行
依存性とその校正法
島野経寛 塩クラストが蒸発速度へ及ぼす 安部征雄 藤巻晴行
影響の定量化
長谷修平 植物現存量推定手法の改長 安部征雄
篠原 毅 Dehydration法における捕集在の 安部征雄
水分・溶質移動特性に関する研究
16 
氏名:伊藤太一
職名:助教授
1. 研究活動
3 密封報告
前半は IUFRO国際森林研究組織連合の森林レクリエーション、景説、自然保護、経済評植な
どの研究グループの国際会議「都市住民にとっての森林の社会的役割Jの主{護者として、その準
備と実行に費やし、成果を書籍として刊行した。後半は学内プロジェクトによる日本における自
然地域レクリエーションの有料化iこ関する研究を推進した。
ヨ論文等
学術論文
1. Ito， T.
Development ofthe Shikoku Trail and its Problems. 
In Ito，工 andTan詑a，N. eds. Social Roles ofForests for Urban Population.l 0下121，Japan Forest 
Planning Society (2004). 
2. 伊藤太一
アパラチアントレイルの理念とその展開.
ウォーキング研究， 8:63・69(2004).
国際会議論文(プロシーディングス)
1. Ito， T.
The Influence ofthe American Concept ofa National Park on Japan's National Park Movement. 
People and Place: Human Experience in Greater Yellowstone. Wyoming: Yellowstone Center for 
Resources， 195-205. Yellowstone National Park， USA (2004) 
著書
1 . Ito， T.and Tanal也， N.eds. 
Social Roles ofForests for Urban Population. 
Japan Forest Planning Society， 199 pp. (2004). 
報告書等
1. 伊藤太一
アメリカの国有林における森林管理の変遷.
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人工林における天然更新施業に関する調査(平成 16年度調査報告書)，林野庁整備課， 68-75 
(2005) . 
口頭発表
1. 伊藤太一・村田j喬祐
長距離歩道計画におけるパートナーシップのあり方.
第 115回日本林学会学術講演会，東京大学農学部(2004.4.2).
2. 伊藤太一
アメリカの自然地域におけるレクリエーション費用負担の展開.
第 116回臼本森林学会大会，北海道大学(2005.3.28) 
学内プ口ジェクト
行16年度学内プロジェクト劫成研究(B)自然地域利用における有料化の課題と分析， 500千円
q その他
都市住民にとっての森林の社会的役割に関する IUFRO会議(SocialRoles of Forests for Urban 
Population)開催、(社)密土緑化推進機構緑と水の森林基金、 500000円
2.教育活動
ロ学群
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
自然地域計画 2.0 3・4
自然地域計画実習 1.0 3・4 2 
森林環境工学実習 1.5 3 
総合科目森林(l回分) 1.0 1---2 
一」
ヨ 環境科学研究科
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
自然地域計額通論 2.0 
環境科学実習(2回分) 1.0 
環境科学演習 1.0 2，3 
環境科学特別演習 1.0 2 1---3 
環境科学特別研究 5 2 1---3 
ロ 生命環境科学研究科
科自名 単位数 標準履修年次 実施学期
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流域保全工学演習 I 3 、 1"'-'3 
流域保全工学演習立 3 2 1---3 
流域保全工学特別研究 1 6 1---3 
流域保全工学特定IJ研究E 6 2 1---3 
流域保全工学考究 I 1 '"'-'3 1---3 
流域保全工学考究豆 1'"'-'3 1...3 
流域保全工学考究湿 1"'3 1'"'-'3 
3. 学内委員会および学外活動
Q 学内委員
????
???
????? ???? ?
委員会名
AC室員
公務員試験受験対策指導教員
o 学会活動
学会名
IUFRO (国際森林研究機関連合)
委員会名もしくは役職
レクリエーション・景観・自然保護グループ副
リーダー
書評委員Environmental History 
ロ その他学外活動
組織名
国際緑化推進センター
活動内容
人工林における天然更新技術に調査委員会委
員
4. 国際活動
留学生
氏名
子芳
雀海永
研究科学年
環境科学 2年
環境科学 2年
?
??
?? ? ，??
???
?
?????????? ??? ?
??
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研究者、研究生の受け入れ
回目飛 中国
5.学位論文関係
口 修士論文リスト
環境科学研究科
氏名
H16.1ふ託17.3
論文題呂
庄野俊平自然依存型のレクリエーションにお
けるインタープリテーションの役割
代島慶一自然公園など自然保護地域におけ
る車両規制について
加藤雄塩瀬戸内海国立公留における文化資
源、の位置づけ
援海永 国立公園における有料化導入に関
する妥当性
田達也つくばりんりんロードの利用者特性把
握と今後の方向性
上回公成つくば市における自転車利用促進政
策のあり方について
口 学士論文リスト
生物資源学類
主査
伊藤太一
伊藤太一
伊藤太一
伊藤太一
伊藤太一
伊藤太一
氏名
奥村議
論文題呂 指導責任教官
自然地域計画研究室夏季の野外 伊藤太一
実験による森林散策の癒し効果
とその要IZCJ分析
笹村茂弘 よこはま動物歯ズーラシアに 伊藤太一
おける生態的展示の問題点
小梢敦士 利用としづ視点でとらえた屋上 伊藤太一
緑化の方向性
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副査
西国正規松村和則
中村徹川護みどり
西田正規黒田乃生
氷飽揚四郎増田美砂
西田正規松村和員u
西田正規吉田謙太郎
指導担当教官
氏名:院多本華夫
職名:講部
1. 研究活動
ロ個別報告
1.担子蕗類の代謝物質は人間の免疫を高める効果があり、それらの培養液中機能性物質の分析を
行った。
2. 植物性のタンパク質や澱粉を原料にし、石油系のプラスチック製品を代替しうる生分解性喪材の関
発を行った。
3. 拠点大学の活動として中国の研究者と一緒に昆明池の水質改善活動に参加した。
Q 論文等
学術論文
李 紅・院多本華夫・石)1翠:・佐竹峰顕・前)1孝Bg.珪酸ナトリウムの添加によるオカラタンパ
ク質生分解性プラスチックフィノレムの試作.農業施設 35 (3) :9~16 (2004).タイトノレ
思際会議論文(プロシーディングス)
1) Keo Intabon， Hong Li， Yutaka Ishikawa and Taaki Maekawa. Sodium dodecyl sulfate and agar 
improve physical properties of plastic films made with soy curd residue protein. 2004 
ASAE/CSAE Proceedings ofthe Intemational Meeting， Ottawa， Canada; Vol. 1. 
2) Keo Intabon) Gui Bao Song， Zhenya Zhang， Takaaki Satake and Takaaki Maekawa. Peltier 
re企igerator extends effectively the stored 合uit 合eshness. Biosystem Studies. Vol. 7 
No.2:82-90(2004). 
3) Keo Intabon) Gui Bao Song， Zhenya Zhang) Takaaki Satake and Takaaki Maekawa. Peltier 
re合igeratorstorage performance was enhanced by high voltage electric field. Biosystem Studies. 
Vol. 7 No.2: 128“135 (2004). 
4) Junya Jia， Keo Intabon and Takaaki Maekawa. NIR spectroscopy as monitor controlling the 
content of liquid cu1ture solutions of Agαricus blazei mycelium. Biosystem Studies. Vol. 7 
NO.2:146自154(2004). 
口頭発表
1) 賓俊業・院多本華夫・前)1孝昭.食用担子菌類の高効率液体培養法の開発. 2005年農業施
設学会合同大会講演要旨， 378. 
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2) 李俊・!涜多本華夫ー院多本華夫・前川孝昭.ポリ乳酸及び微粉砕したバガスを用いた生分解性フィ
ノレムの試作.2005年農業施設学会合同大会講演要旨)490. 
受託研究費
担子菌類の主要成分の抽出に関する研究、筑波ノくイオシステム、 8万円
2. 教育活動
Q 学群
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
食品工学実験(集中) 1.5 3 
食料システム学実験 1.5 3 
は バイオシステム研究科
科目名 単位数 標準履修年次 実績学期
食品・生物資源工学 2 1・2 1 
免疫栄養学 2 1・2 2(集中)
3. 学内委員会および学外活動
Q 学会活動
? ?? ? ? ? ??
?????? ??? ?
委員会名もしくは役職
正会員
正会員
4. 密際活動
q 海外出張・研鯵
現地識変
? ?
?
????
用務
拠点大学活動
学会参加
学会参加
渡航先
中国
カナダ
12.6-12.10 台湾
?
???? ?
?
?
??? ? ??→
????????????
? ?
?
?
??
?????
? ?
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氏名:内海真生
職名:講部
1. 研究活動
口鶴男1報告
海洋科学技術センター所有の有人潜水艇fしんかい 6500Jを用いて熱水噴出孔海域(水曜海山)での
現地潜航研究を行った。霞ヶ浦底泥中のメタンサイクノレに関与する微生物群集構造と群集構造変化に
演する研究、沼沢において優占する巻き畏(サカマキガイとモノアラガイ)を淡水環境生物指標として用
いるための基礎研究を継続的に実践した。メタンハイド、レートの形成と崩壊現象を微生物のバイオマー
カーを利用して解析するための誠査研究を、海洋研究開発機構と共同で関始した。
口論文等
学術論文
1. Sugiura， N.，持1.むtsumi，B. Wei， N. Iwami， K. Okano， Y.Kawauchi and T. Maekawa. 
Assessment for the complicated occurrence of nuisance odours 合om phytoplankton and 
environmental factors in a eutrophic lake. Lake & Reservoirs: Research and Management， 9:
195-201 (2004) 
口頭発表
1. 掛)1 武，中村光一，内海真生
南部マリアナ海底熱水活動域で見られた硫化鉱物の硫黄同位体組成とその地域差の意義
地球惑星科学関連学会2004年合同大会
2. 高野淑識，丸茂克美，枝津野衣，小林憲正，内海真生
マリアナ海底熱水系のアミノ駿・アミノ糖・ホスファターゼ活性の特徴:YK03-09航海速
報
地球惑星科学関連学会2004年合同大会
3. 内海真生，中村光一，掛川 武，下島公紀，久留主泰明，山中寿明，高野淑識，木村浩之，
東 錫介，石橋純一郎，慶田明成，金子 亮，皆葉正臣，葛西寛子，掻津理仁
南部マリアナ海域初のブラックスモーカーサイト (Pikasite) の発見とその諸性状
地球惑星科学関連学会2004年合同大会
4. 山中寿朗，石橋純一郎，木村浩之，慶田明成，内海真生，下島公紀，中村光一，千葉 仁
南部マリアナトラフの海嶺軸および海嶺軸側方海山上で発見された熱水活動の地球化学的
研究
地球惑星科学関連学会2004年合同大会
5. 石橋純一郎，角皆潤，土岐知弘，難波謙二，内海真生，山中寿朗，岡村慶
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水曜海山海底熱水系の地球化学的特徴m
地球惑星科学関連学会 2004年合同大会
6. 山中寿朗、北島富美雄、石橋純一郎、内海真生
海底熱水噴出手しから湧出する熱水中の溶存有機炭素の地球化学
2004年度臼本地球化学会年会
7. 石橋純一郎、山中寿明、木村浩之、内海真生、宮部俊輔、河村慶、ローケビン
南部マリアナ背弧拡大軸海底熱水系の地球化学的特徴
2004年度日本地球化学会年会
8. 東楊介、砂村倫成、三朝千稚、内海真生、浦辺徹郎、丸山明彦
水曜海山の微生物生態(5) 現場培養試料からみた地下生物留の推定
日本微生物生態学会第 20沼大会
9. 中村孝道、東陽介、内海真生、丸山明彦、久留主泰明
分子シャベロン groELを用いた微生物群集解析への応用
日本微生物生態学会第20回大会
10. 掛川武，内海英生
南部マリアナ海域で発見された海底熱水活動とその地下構造
第21回しんかいシンポジウム
11.内海真生，石橋純一郎， YK03心9航海乗船研究者
南部マリアナ拡大輪熱水系の経時変化(2003-2004年)-YK03-09航海および百ぜ167航海から“
第21回しんかいシンポジウム
12. 東 陽介，砂村{命成，内海真生，石橋純一郎，浦辺徹郎，三朝千稚，丸山明彦
現場培養器による海成熟水地下図微生物群集の解析
第 21回しんかいシンポジウム
13. 金田百永，内海真生，今井章雄，松重重夫
ヶ滞底泥の細菌群集構造解析
第 39@]日本水環境学会年会
14. 福田朱里，内海真生
沼沢生態系における淡水産巻貝 2種の食性と付着性・浮遊性ケイ藻群集の属構成の季節変
動解析
第 52回日本生態学会年会
15. M. Utsumi， U. Tsunogai， 1.Ishibashi. 
1N SITU DISSOLVED CH4 OXIDATION RATE AT HYDROTHERMAL VENT ECOSYSTEMS 
10出 Interτ1ationalSymposium on Microbial Ecology (ISME-1 0)
16. Y. Higashi ， M. Sunamura， M. Utsumi， T.Urabe， A. Maruyama 
SEVERAL UNIQUE PHYLOTYPES DETECTED FROM A SUBMARlNE VOLCANO USING 
NEWLY DEVELOPED 1N SITU GROWTH CHAMBERS 
24 
10th International Symposium on Microbial Ecology (ISMらぬ)
17. 九1.Utsumi， U.Tsunogai and J. Ishibashi. 
Direct Measurement of Microbial Methane Oxidation at Hydrothermal Vent Ecosystems. 
AGU (American Geophysical Union) 2004 Fall Meeting 
18. Y. Hig~shi， M. Sunamura， M.むtsumi，T. Urabe and A. Maruyama 
Diversity and dis廿ibutionof microbes出合中世seasub-vent systems， using newly designed in situ 
growth chambers 
AGU (American Geophysical Union) 2004 Fall Meeting 
19. Kato， S.， Itahashi， S.， Kakegawa， T.，むtsumi，M.， Maruyama， A.， Ishibashi， 1.， Marumo， K.， Urabe， T.
and Yamagishi， A. 
Microbial Community in the Hydrothermal System at Southern Mariana Trough 
AGU (American Geophysical Union) 2004 Fall Meeting 
20. Ishibashi， J.， Yamanaka， T.， Kimura， H.， Hirota， A.， Toki， T.， Tsunogai， U.， Gamo， T.， Utsumi， M.， 
Roe， K.， Miyabe， S.and Okamura， K. 
Geochemistry of Hydrothermal Fluids in South Mariana Backarc Spreading Center 
AGU (American Geophysical Union) 2004 Fall Meeting 
21. Urabe， T.， Ishibashi， J.， Mぽ町出na，A.， Marumo， K.， Seama， N.， Utsumi， M. 
Discovery and driHing of on-and of.聞axishydrothermal sites in backarc spreading center of southern 
Mariana Trough， Western Pacific 
AGU (American Geophysical Union) 2004 Fall Meeting 
22. Toki， T.， Hirota， A.， Hirota， A.， Tsunogai， U.， Gamo， T.， Gamo， T.， Nakamura， K.， Noguchi， T.， Taira， 
N.， Oomori， T.， Ishibashi， J.and Utsumi， M. 
Methane Distribution In Plumes of The South Mariana Back-arc Spreading Center 
AGU (American Geophysical Union) 2004 Fall Meeting 
一般講演等
1. 宮城県本吉郡志津川町自然環境活用センター 第4回志津川エコカレッジ 高校生公開臨
海講座 f 深海生物研究への案内」
2. 千葉県立小金高等学校 出張講義 極限環境研究と生命の進化一原始地球の環境と生命の
起源、を垣間見る-
q 外部資金
科学研究費
基盤研究B
タイトノレ 「自然レベル放射性炭素を用いた海底柱状コア中微生物によるメタン代謝サ
イクノレの角孝明j
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研究代表平成 16年度 13，200千円
共同研究
「微生物群集の時間的・空間的分布に関する研究j
新菱冷熱工業株式会社 350，000
その他
「海底熱水系における生物・地質相互作用の解明に関する国際共同研究分担)
科学技術振興誠整費総合研究 16ヲ377，000
2. 教湾活動
口学群
科目名
食料システム学実験(1四分)
博報処理実習 (10回分)
Q バイオシステム研究科
科自名
生物密代謝論
3. 学内委員会および学外活動
Q 学内委員
組織名
バイオシステム研究科
バイオシステム研究科
バイオシステム研究科
バイオシステム研究科
バイオシステム研究科
農林工学系
農林工学系
農林工学系
生命環境科学研究科
単位数
1.5 
1.5 
単位数
2.0 
委員会名
標準履修年次
2 
標準履修年次
将来計画委員会委員
施設・設備関連事項委員
広報関連事項委員会委員
学生相談小委員会委員
実施学期
2 
実施学期
3 
拠点大学問交流事業 Biosystem Studies編集
委員
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農林3系LAN委員会委員長
運営委員会委員(広報担当)
マノレチメディア委員会委員
入試実施委員
ロ学会活動
学会名
目仏海洋学会
3 そのf虫学外活動
組織名
財田法人地球科学技術総合推進機構
独立行政法入国立環境研究所
4. 密際活動
ロ 海外出張略研修
霞際会議・堕際研究集会への参加
期間 用務
8.22-8.28 10出 Intemational
Symposium on Microbial 
Ecology (ISME-l 0)への参
加と研究発表
拠点大学学術交流事業に
9.19-9.26 伴う共伺研究
AGU (American 
12.12-12.19 Geophysical Union) 2004 
FalI Meetingでの研究発表
f湖沼の富栄養化防止・
修復のための持続可能な
3.20-3.23 生態環境保全技術の確
立j のための研究打合せ
と技術的検討
研究者、研究生の受け入れ
委員会名もしくは役職
評議委員
活動内容
「熱水稲環系の比較と総合モデ/レの構築j研究
課題会議並びにサブテーマ会議委員
共同研究員
渡航先
メキシコ合衆国 振興調整費
(カンクン)
中華人民共和国 拠点大学交流費
(武漢・北京)
アメリカ合衆国 振興調整費
(サンフランシスコ)
中華人民共和国 1ST 
(昆明・上海)
新菱冷熱工業株式会社森本正一(共向研究員)
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5. その他
1.宮城県本吉郡志津川町自然環境活用センター第 4呂志津川エコカレッジ高校生公開臨海講座
講師
2.よこすか/しんかい6500水曜海山航海(YK04-05)航海乗船研究者
? ?
??????????? 、?
???
?
論文題目 指導責任教官
? ? ?? ?
? ?
? ????? ，
?
金田百永鐙ヶ浦底泥細菌群集構造の季節変動解析 前川孝昭
28 
氏名:大井洋
戦名:講部
: 研究活動
Q 信男IJ報告
二酸化塩素漂白におけるダイオキシン類発生メカニズムに関する研究，高変性処理，オゾン処理と
過酸化水素漂白を用いる新しい漂白方法の開発に関する研究，ヘキセンウロン酸の挙動の解明に
関する研究，木質ノξノレプの高収率化に関する研究，リグニンの構造と反応に関する研究を行った。
Q 論文等
学術論文
1. 横山朝哉，大井洋
連続クラフト蒸解における広葉樹材ノミノレプの高収率化とその評価法(第3報)
クラフトおよびポジサノレファイド、蒸解液とアントラキノンを用いる全缶等温蒸解のパノレプ収率
紙パルプ技術協会誌， 58(12)， 1742圃1751(2004)
国際会議論文(プ口シーデインダス)
l. H. Ohi， T.Yokoyama， K.Nakamata 
K. Nakamata and H. Ohi 
Examination of polychlorinated dibenzo・p-dioxinsand polychlorinated dibenzofurans into process 
water ofkra丘pulpbleaching mill丘omaspect of environmental water qulity 
Proceedings of the InternationaI Papermaking and Environmental Conference Book B， 156-161， 
Tianjin， China(2004) 
口頭発表
l. 大井洋，横山朝哉，中俣恵、一
連続クラフト蒸解におけるパノレプ収率の評価法
第 71回紙パルプ研究発表会講演要旨集名，東京， 146-147 (2004) 
共同研究
無塩素漂白における木材パルプ成分の挙動，北越製紙械， 1，000，000 
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2. 教育活動
ロ学群
標準履修年次科目名
化学実験(3四分)
高分子科学(5回)
生物材料学実験(5呂)
? 】 「
?
???? ?
q バイオシステム研究科
実施学期
2 
科目名 単位数
2.0 
標準履修年次
1.2 
実施学期
生産システム学
q 生命環境科学研究科
科目名
生物材料化学演習 I-IV
単位数
3 
標準履修年次
1-4 
? ?? ?
?
? ?
?
? ?
3. 学内委員会および学外活動
は学会活動
? ー? ??? ?? ?
? ? ?? ?? ?
委員会名もしくは役職
パノレプ技術委員会委員
4. 国際活動
Q 国際会議・雷際研究集会への参加
?
用務
研究成果発表
研究成果発表
渡航先
中国
中国
5.12-5.14 
10.13倣10.14
5.学位論文リスト
3 穆士論文リスト
パイ才システム研究科
氏名 論文題自
金光範 ケナフの成熟段階と部位の違いによる化学成分
の変化
経費
奨学寄附金
奨学寄附金
高'1査
大井洋
藤村達人
q 学士論文リスト
生物資源学類
氏名 論文題自
高橋史i坑 アカマツ・スギ混合廃材の存効利用に関する基礎的研究
指導担当教官
大井洋
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氏名:太田賢
職名:講部
1 研究活動
ロ個別報告
環境ストレスを受けると植物の生育は著しく障害される。したがって、環境ストレスによる横物
細砲の成長抑制限子を同定し、制御機構を解明して植物を改変することは農作物生産の安定した
供給を得るために非常に重要である。本研究では環境ストレスを受けると発現が抑制される光合
成の明反応に関与する遺伝子や締胞壁の伸長に関与する遺伝子をマーカー遺伝子として若宮し
て、環境ストレスによる植物細胞の成長持部機構の研究を進めている。
口論文等
学術論文
1. Guo Y， Qiu QS， Quintero FJ， Pardo JM， Ohta M， Zhang C， Schumaker KS， Zhu JK 
Transgenic evaluation of activated mutant alleles of SOS2 reveals a critical req凶rementfor its 
kinase activity and C】terminalregulatory domain for salt tolerance in Arabidopsis thaliana. 
Plant CeIl 16: 435-449 (2004). 
一般講演等
1.シロイヌナズナの低温応答性転写忠子の解析j
" Transcription factors that are involved in cold stress response合omArabidopsis" 
理研セミナー，理化学研究所筑波研究所、 6月 9日 (2004)
2. "Identification of a novel domain泊SOS2kinase that mediates interaction with ABI2." 
21世紀 COEプログラム 若手国際シンポジウム f植物における環境応答の分子機構j
つくば毘際会議場会議室、 2月 18自 (2005)
Q 外部資金
学内プロジェクト
植物細胞成長の環境ストレスによる抑制機構に衡する研究、奨励研究、 400，000
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2. 教育活動
q 学群
科目名
生物生産システム学実験 (3回分)
専門英語E
3. 学内委員会および学外活動
q 学内委員
組織名
農林工学系
単位数
1.5 
委員会名
図書委員
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標準履修年次 実施学期
3 3 
3 3 
氏名:大坪輝夫
職名:講部
1. 研究活動
o 1菌完1報告
山地流域の水質特性に関する研究
本研究は井J1演習林内 (1，760ha) をほぼ南北に流下する東河内沢に流入する支流域毎の水質
特性の差違はどのような環境因子が強く作用しているのかを明らかにし、今後の流域管理計商策
定への一助にすることを自的としている。
上流から下流へ5つの支流(流域面積 80-----200ha)， 2つの小渓流(面積1.5---5 ha) と岩盤か
らの湧水 2醤所を対象に丹 2囲pH，ECの現地測定を 10月末まで実範した。今年は多くの台風の
襲来と集中豪雨等により予定の測定回数を下回った。
全体傾向は昨年度とほぼ向じようであった。 pHは6.8---8.4の範密であるが、上流部の支流か
ら下流部の支流へと低くなる傾向にある。水量の多い支流よりも小渓流の方が高い値を示し、ノト
渓流と湧水は pH8.0前後を示す。 E 200mm以上の鋒雨があると 1-----2ヶ月間はかなり低下
するが、その応答時間差は支流関でバラツキ揺が大きいようである。 は60-----240μs/cm
の範囲で、 pHの場合とほぼ似た傾向で、あった。
今年度中に一応のとりまとめをする予定でこれまでの測定データと雨量データを整理中であ
る。
Q 論文等
報告書等
1. 井波明宏・大坪輝夫
筑波大学農林技術センター演習林気象報告一井J1演習林の気象観測データ(2003年)一
筑大演報，第20号， (2005)， 
2. 教育活動
Q 学群
科目名
森林環境工学実習(分担及び協向)
森林生物学実習(分担及び協同)
単位数
1.5 
l.5 
???? ?
?
??
実施学期
1 (集中)
2 (集中)
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3. 学内委員会および学外活動
Q その他学外活動
組織名 活動内容
静岡市野生動物被害対策研究協議会 委員:農林産物等への大型野生動物(クマ・シ
カ・カモシカ・イノシシ・サノレ等)被害防止対
策の調査研究の実施に関して、新知見・情報提
供等による協力
静関市森林環境基金事業間伐実施検討委員会 委員:森林の公益約機能・森林及び自然環境保
全の推進に向けて森林整備の中心である間伐
事業の実施について方針及び間伐材の有効利
用をも含めた検討と提言
大井川地区民有林直轄治山事業連絡協議会 民有林産轄治山事業の実施において、地域社会
4 その他
下記の諸業務を処理した。
との有機的な連携強化・地域に根ざした防災対
策と流域保全に向けて、計画立案過程で各種の
参考清報の提供・提言による協力
-農林技術センター井)1演習林全体の管理運営統括業務及び関連調査関係資料のとりまとめ0
.教育研究フィーノレド整備としての森林整備業務の遂行。
-森林整備に関する次期経営案(仮称)作成に係わる試料整理(作業は継続中)と演習林事業
図のフィルム原図 (1/5000，1/10000) の作成。
-学生実習(直接担当・分担していなしサの円滑な実施へのサポート。附黒坂戸高等学校の演習
林実習における指導 (8月3日"-'6 E3)。地元井J1中学校の生徒 (10人)を対象に樹木植栽に
関する技術指導。静岡市立新通小学校の生徒(16人)を対象に「井)1地域の樹木・森林と環
境保全j に関する学習指導。
-卒論，修論学生の現地競査における指導あるいはサポート。
・山岳気象観測施設(9カ所)の整備と観測データの回収・整理及び既存観測データの整理(作
業継続中)。
-地元あるいは地域行政との相互協力に関する渉外業務。
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氏名:梶山幹夫
職名:助教授
?ー 研究活動
ヨ個別報告
ペノレブノレオロアルキノレ基を1WJ鎖にもつポリアミドを合成し、調製方法により生じる表面特性の差異を解
析し密際学会で発表した。 これとは別に、分岐度のことなるポリエステノレを合成し、その存在下での木
材の分解挙動に関する研究、および、木材単核に樹脂原料と硫酸触媒を塗布し、熱圧することにより作
成する合板に関する研究も行った。
口論文等
学第議文
1. M.Kobayashi，τ.Asano， M.Kajiyana and B.Tomita 
Analysis on residue fonnation during wood liquefaction with polyhydric alcohoI 
Journal ofWood Science， 50， 407-414 (2004). 
国際会議論文(プロシーヂイングス)
1. M.Kajiya臨盆
Synthesis and properties of aromatic polyamides having perf1uorinated side chain 
EURADH 2004， Volume2-488， Freiburg(2004). 
口頭発表
1. 八木雅史、梶山幹夫、富田文一郎
リグノフェノールの樹脂化に関する研究
第 54回日本木材学会大会研究発表要言集(札幌)，279 (2004) 
2. 木薮雅之、小林正之、梶山幹夫、富田文一部
トカプロラクトンを用いた木材液化に関する研究
第 54由自本木材学会大会研究発表要旨集(札幌)，280 (2004) 
3. 八木雅史、梶山幹夫、富田文一郎
リグノフェノーノレ/コニポキシ樹脂の合成と物性
第 49回リグニン討論会講演集(つくば)，147 -150 (2004) 
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2. 教育活動
o 学群
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
化学 3 
高分子科学 2 2 
生物材料学実験 0.5 3 3 
生物材料加工学実習 2 3 
口 環境科学研究科
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
環境化学概論
環境科学実習 0.1 
ロ 生命環境科学研究科
科目名
生物材料利用工学 2 
単位数 標準履修年次 実施学期
3. 学内委員会および学外活動
口学内委員
組織名
全学
生命環境科学研究科 農学関連3専攻
委員会名
環境安全管理室員
入試実施委員長
Q 学会活動
? ? ?????
???
?
??
?????? ? ? ?? ??????? ?? ?? ?
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ロ その他学外活動
組織名 活動内容
The Joumal of Adhesion Associate Editor 
4. 題際活動
q 海外出張・研修
国際会議・冨際研究集会への参加
期間
9.4ーヲ.11
用務
学会発表
渡航先
ドイツ連邦共和国
経費
奨学寄付金
5. 学位論文関{系
? ? ?
、??
?
?
???????? ??
?????
???
?
? ? 論文題呂
液化現象を応用した木材の接着
主査 高IJ査
富田文一郎 梶山幹夫、密府田悦男
八木雅史 リグ、ノフェノー ノレの樹脂化に関する 富田文一部 梶山幹夫、 国府田悦男
研究
メラミンー ホノレムアノレテ、ヒド樹脂粒子 富田文一郎 前川孝昭、 梶山幹夫
分散液のホノレムアルデヒドの低減化
有機塩素化合物とリグニン前駆体との富田文一郎 前川孝昭、梶山幹夫
反応に関する研究
毛利信吉
蓮見実理恵、
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氏名:北村豊
職名助教授
1. 研究活動
Q 個別報告
食品およびバイオマスを対象とするプロセス工学分野の教育研究を行った。
1)プロバイオディクス食品の減圧噴霧乾燥:噴霧乾燥法において、熱感受性の高い有用成分の破壊
を低減できるよう、乾燥塔内を減圧することにより低温での噴霧乾燥を実現する減圧噴霧乾
燥装置 (VacuumSpray Dryer :VSD) の開発を行っている O
2) ケーキ型の違いが Chiffonの熔焼過程と性状に及ぼす影響:スポンジケーキ等と比較すると
生地の水分が高い Chiffonケーキの:倍焼には、熱伝導を良くするための専用の焼型が通常用
いられる。イ云熱的な側面からこれに改良を加えた新しい Chiffonケーキ型の潟発を行ってい
る。
3) 下水汚泥脱水ケーキのドライメタン発酵:三相式の回転ドラム型発酵システム(3Phase Rotational 
Drurn Ferrnentation Systern、3P-RDFS)を用いて、下水汚泥脱水ケーキのドライメタン発酵を滞留
時間 20誌の中温発酵により実験的に行い、そのシステム特性を明らかにした。
q 論文等
学術論文
1. W. Jiang， Y. Kitamura， T.Shiina， B. Li， T. Satake. A Rotational Drum Fermentation System 
(RDFS) for Dry Meth-、aneFermentation 伸一日ectof leachate obtained from methanogenesis on 
acidogenesis -， Joumal ofthe Society of Agricultural Structures， Japan， 36(1)， 27-36(2005) 
口頭発表
1. 北村豊、本多i真平、橋本光、佐竹隆顕
減圧噴霧乾燥のためのプロバイオティクス食品の物性測定
2004年度農業施設学会大会講演要旨、 54-55(2004) 
2. 椎名或f二，北村豊、佐竹経顕
回転ドラム型発酵システム (RDFS) による食品副産物のドライメタン発酵
20例年度農業施設学会大会講演要旨、 94-95(2004) 
一般講演等
1. バイオマスを活用した鑓環型社会の構築、メタン発欝消化液の利活用について、 pp.2ト26、
東京、日本 (2005)
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q 外部資金
科学研究費
食糧の生産・流通・消費空間における安全性評穏・確保システムの構築(分担)，基盤研究 A、
520.000 
受託研究費
湖沼の富栄養化防止。修復のための持続可能な生態環境保全技術の確立(分担)、(独)科学技術
振興機構、 1，000，000
共同研究
下水汚泥脱水ケーキのドライメタン発酵法に関する研究，太平洋セメントー 1，050，000 
減圧噴霧乾嬢法による食品機能成分の維持・増強、(財)糧食研究会、 1，000，000
2. 教育活動
U 学群
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
生物資源科学実習
食品工学科目分) 2 3 
食品工学実験 (2回分) 1.5 3 
食料システム学実験 (2回分) 1.5 3 
食の科学(1自分) 2 3 
食品衛生学 (3.5回分) 2 3 2 
q バイオシステム研究科
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
環境保全的生産管理学 I 2 1・2 3 
環境保全的生産管理学E 2 1 . 2 集中
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3 学内委員会および学外活動
q 学内委員
農林技術センタ一
生物資源学類
委員会名
学系運営委員(施設担当)
靖朗会幹事
研究報告編集委員
学生担当教員
運営委員会委員
奨学生等選抜委員会委員
1年次クラス担任
教務関連事項委員会委員
学生相談小委員会委員
将来計画委員会委員
親睦会幹事
入試鑓連事項委員会副委員長
組織名
農林工学系
バイオシステム研究科
生命環境科学研究科
Q 学会活動
? ???
?????
委員会名もしくは役職
参与
平成 16年度年次大会実行委員
出版物委員農業機械学会
q その他学外活動
組繰名
人事院
新潟大学大学続自然科学研究科
活動内容
試験専門委員
非常勤講師
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4. 国際活動
o 海外出張・研修
冨際会議‘菌療研究集会への参加
期間
7.16-7.19 
用務 渡航先 経費
? ???????
?
???
?
?? ??????
?
??
??
?
?? 』
?
China JSPS Core University 
Research Exchange 
Prograrn 
留学生
????
? ?
?
? ? ?
出身留
中国
研究科学年
生命環境科学研究科
研究課題
i年 紫外線照射による殺菌の効率
?
? ?
???
??
? ?? ?? ?????
? ? ? ?
論文題目 当教官
中野高志ケーキ型の違いが Chiffonの熔焼過程 佐竹隆顕 北村豊
と性状に及ぼす影響
本多慎平プロバイオティクス食品の減圧噴霧乾燥 佐竹経顕 北村豊
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氏名:木村俊範
職名:教授
1. 研究活動
q 個別報告
資源循環システムの中核技術とされる生物系廃棄物のコンポスト化の基礎解析及びその実用化に係
わる各種技術開発の実施、公立研究機関、民間企業の指導を行った。輸入米や食品加工副産物を活
用した新食品の開発、及び新しい品質評価方法の検討などを(独法)研究機関、民間企業と連携して実
施した。
また、農林水産省に対し、バイオマス・ニッポン関連事業(バイオマスプラスチック)の推進とバイオマ
ス・ニッポンが生み出すノくイオマス製品の認証マーク設定とその運用システム構築につき、担当委員長
として指導、さらには食品産業における今後の技術開発課題展望などにつき指導した。また愛・地球博
関連事業の推進に関し、経済産業省、万博協会の指導を行い、 2005年 3月 25Bの開幕をみた。
2004年 11月開催の「世界米研究会議jではセッション10の運営責任者として、講演者選定、運営に
寄与した。また、 4件の研究発表を行った。
U 論文等
学術論文
1. POR1TOSH， ROY， NAOTO SHIMIZU， TOSHINORI KIMURA: PERFORMANCE OF 
TRADITIONAL PARBOILING PROCESS. J. of South Pacific Agriculture， Vo1.9， NO.l & 2， 28-37， 
(2002). 
2. SUBRAMANIAN， R.， M. NAKAJlMA， K.S.M.S. RAGHAVARAO， TOSHINORI KIMURA: 
PROCESSING VEGETABLE OILS USING NONPOROUS DENSER POLYMER1C COMPOSITE 
MEMBRANES. 1. of American OiI Chemists Society， Vo1.81， No.4， 313-322， (2004). 
3. YONGQIANG CHENG， NAOTO SHI持nzu，TOSHINORI KIMURA: RHEOLOGICAL 
PROPERTIES OF MgCI2-COAGULATED TOFU AND CONDITIONS FOR HARD TOFU 
PRODUCTION IN CHINA. 1. of Japanese Society of Agricultural Machineries， Vo1.66， No.3， 
98-104， (2004). 
4. POR1TOSH ROY， NAOTO SHIMIZU， TOSHINORI KIMむRA:ENERGY CONSERVATION IN 
COOKING OF MILLED RAW AND PARBOILED R1CE. J. of Food Science and Technology 
Research， Vo1.1 0， No.2，ロト126，(2004). 
5. HAJIE LIU， MITSUTOSHI NAKAJIMA， TOSHINORI KIMURA: PRODUCTION OF 
MONODISPERSED WATER-芯J-OILEMULSIONS USING POLYMER MICROCHAN"NELS. J. 
of American Oil Chemists Society， Vo1.81， 705-7] 1， (2004). 
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6. 鶴 海傑、中鳴光敏、西 泰治、木村俊範:ポジマーマイクロチャネルを用いた泊中水滴
作成に及ぼす操作パラメータおよびチャネノレ構造の
25ヲー266，(2004). 
、食品工学会誌 VoL5， No.4， 
7. PORITOSH ROY， NAOTO SHIMIZむ， TOSHINORI KIMURA: EFFECT OF TEMPERATURE 
DISτRIBUTION ON THE QUALITY OF PARBOILED RICE PRODUCED BY TRADITIONAL 
PARBOILING PROCESS. J. of Food Science and Technology Research， VoL 1 0， No.3， 254働260，
(2004). 
8. PORITOSH ROY， NAOTO SHI呉lIZむ， TOSHINORI KIMURA: LIFE CYCLE INVENTORY 
ANALYSIS OF RICE PRODUCED BY LOCAL PROCESS. 1. of Japanese Society of Agricultural 
Machineries， VoL67， No.l， 61-67， (2005). 
9. YONGQIANG CHENG， NAOTO SHIMIZU， TOSHINORI KIMURA: THE VISCOELASTIC 
PROPERTIES OF SOYBEAN CURD (TOFU) AS AFFECTED BY SOY司MILK
CONCENTRATIONAND TYPE OF COAGULANT. Int. Journal of Food Science & Technology， 
VoL 40， No.4， 385-390， (2005). 
10. TAKASHI YANAGIDA， NAOTO SHIMIZU， TOSHINORI KI九1URA:EXTRACTION OF WAX 
FROM BANANA LEAVES AS AN ALTERNATIVE WAY OF UTILIZING AGRICULTURAL 
RESIDUES. Japan Journal ofFood Engineering， Vo1.6， No.1， 29-35， (2005). 
11.柳田高志、清水産入、木村俊範:バナナ新鮮葉・乾燥葉からのワックスおよび機能性成分
の抽出、食品工学会誌、 Vo1.6，No.l， 79ω87， (2005). 
国際会議論文(プロシーヂイングス)
1. TOSHINORI KIMURA: BIOMASS UTILIZATION TECHNOLOGIES FOR THE 
ESTABLISHMENT OF ZERO幽EMISSIONSYSTEM 芯~ FOOD INDUSTRY. Conference on Food 
Technology & Quality System， Ulaanbaatar， Mongolia， 60-62， (2004). 
著書
1. 木村俊範(分担、単):食品工場のゼロエミッション、食品と低温、(株)流通システム研究
センタ一、 106ぺ12，(2005) 
総説・解説
1. 木村俊範:循環型社会構築に向けて、 RecycleReduce Reuse-産学官連携による技術開発、
政策総合研究所， 6-7，(2004). 
2. 木村俊範:生分解性プラスチックとバイオマスプラスチック、バイオマス利活用への技術
開発、政策総合研究所， 60-61，(2004). 
3. TOSHINORI KIMURA: BIOMASS UTILIZATION TECHNOLOGIES FOR THE 
ESTABLISHMENT OF ZERO-EMISSION SYSTEM IN FOOD INDUSTRY. Conference on Food 
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Technology & Quality System， Ulaanbaatar， Mongolia， 60-62， (2004). 
4. 木村俊範:循環型社会に位置づけるバイオマス利用技術の実用化要件、特集「農業周辺の
廃棄物(未利用資源)処理・利用技術の現状と課題j、農業機械学会誌 Vo1.66，No.3，ι7， (2004). 
一般講演等
1. 食品とゼロエミッション、 B本食品工学会春季講演会:フォーラム 2004r食をめぐる技術・
安全・環境j、日本食品工学会、東京ビッグサイト、ト5，(2004). 
2. 食品加工副産物の有効利用技術-循環型社会形成とバイオマス・ニッポンの下で一、第 31
回つくばの夕べ、基調講演資料、茨城県工業技術センターいばらきサロン、つくば国際会議
場、 1-5，(2004). 
3. 食品産業周辺の環境対策と資源、有効利用技術、筑波大学産学交流セミナ一、西京信用金庫(新
宿区)、 (2004).
4. バイオマスのプラスチックへの利用、平成 16年度農機学会関東支部セミナー資料 fバイオ
マス利用の新たな潮流j、生研機構本部(東京)，15ぺ9，(2004). 
Q 外部資金
奨学寄附金
新規生分解性樹脂の評価，デ、ュポン， 50万円
受託研究費
自然エネルギーを活用した堆肥化施設実用化研究， (特)生物系特定産業技術開発推進機構， 150 
万円
2. 教育活動
q 学群
科自名 単位数 標準履修年次 実施学期
総合科目(1回) 2 2、3
現代の課題 (2回) 4 通年
金素材学 (5回) 2 3 2 
食品機能管理学 (3@]) 2 3 3 
食料システム工学 (6包) 2 3 3 
食品工場設計何回) 3 3 
製~及び実習 (7 回) フ 3 3 
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ヨ バイオシステム研究科
科呂名 単{立数 標準履{彦年次 実施学期
バイオマス変換システム学 2 2 
修士論文研究指導 各 6 1， 2 通年
q 生命環境科学研究科
科目名 単位数 標準緩修年次 実施学期
先端技術開発学特論 2 2 
向上演習 I""V 各 3 1""5 通年
向上特別研究 1""立 各 6 1""2 通年
留学生のための生物資源科学基礎議 2 1、3 2 
3. 学内委員会および学外活動
Q 学内委員
組織名
全学
生命環境科学研究科
向上農学関連3専攻
向上国際地縁技術開発科学専攻
バイオシステム研究科
? ? ?
??????
新体制検討委員会(;委員長)
運営委員(専攻長代行)
人事関連委員会(分野責任者)
入試実施委員会
ロ学会活動
? ?
??? ?? ? ?
?
?
??????? ?? ?????? 、? ???? ?
その他学外活動
組織名 活動内容
農林水産省バイオ生分解素材開発・利用評価事 総合評価検討委員長
業総合評価検討委員会
農林水産省農林水産技術会議プラント・ニッポ 推進委員
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ン5系
同上笛際プロジェクト「東南アジアにおける穀 外部評価委員
物のポストハーベストロス低減技術の開発j
(JIRCAS) 
農林水産省食堂バイオマスプラスチック製品 企画・選定委員長
導入試験企画・選定委員会
新エネノレギー研究開発機構 (NEDO) 技術委員
バイオインダストリー協会万博資材選定委員 資材選定委員
L:. 
コご
国際協力機構築団研修コース f米の精米・ポス 非常勤講師
トハーベスト技術2J
マイソーノレ大学農学部(インド) 博士論文外部評価委員(食品科学部門、バイテ
ク部門)
4. 国際活動
Q 海外出張・研修
思j際会議・毘際研究集会への参加
??
? ?
?????
?
「 ? 』
用務
国際会議招待講演
国際シンポジウム招
待講演
渡航先
モンゴノレ人民共和思
インドネシア
経費
奨学寄附金
校費
現地誤査
期間 fl務
伝統的発酵食品の現
地調査
渡航先
南アフリカ共和国
経費
奨学寄附金12.2-9 
共同研究
期間 用務
豆腐の開発研究
渡航先
インド
経費
奨学寄P付金10.26-30 
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留学生
氏名 出身国 研究科 学年 研究課題
霊d海傑 中国 生命環境科学 5 
マノレコス， N. ブラジノレ 向上 4 
ノ¥ツク， A. バングラデシュ 向上 4 
ヌグロホ， J. インドネシア 向上 4 
ハシェミ， J. イラン 向上 3 
アンドリカ，L. 南アフジカ 向上 2 
研究者、研究生の受け入れ
2004.10“2005.3.国費研究留学生(生命環境科学研究科) ロナノレド.S. フィリピン
5. 学位議文関係
口 博士議文リスト
生命環境科学研究科
氏名 論文題自 主査 員IJ査
部海傑 ポジマーマイク3チャネノレを舟いた単分散エマ木村俊範中l鳴光敏・/J¥林秀行・向高祐邦
ノレションの調製および操作ノミラメータの影響解析
柳田高志熱帯地域におけるプランテーション残澄の有効木村俊範藤村達人・約口るり子・中村顕
利用技術
ロ 修士論文リスト
生命環境科学研究科
氏名 論文題目 主査 IJ査
藤村達人・柳沢純アンドリカ、 M.L. Fermentation Characteristics and Micro-木村俊範
bial Flora of Ting， a South African Fermented 
Maize Gruel 
上嶋大輔 生ごみ処理機の反応安定化に関する研究木村俊範 安部征雄・瀧川具弘
q 学士論文リスト
生物資源学類
氏名 論文題呂 指導責任教官
杉木秀雄 ドーサおよびおからドーサの製造 木村俊範
条件の適正化
辻典子 大豆の浸演条件が豆腐中のヘキサ 木村俊範
ナーノレ含量に与える影響
? ? ??????
木村俊範
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氏名: 小池正之
職名: 教授
1. 研究活動
q 個別報告
1. アジアトラクタのボディーフレームの木製化と耐久性について，シミュレーションに基づ
く検討を行った。つまり，過酷な気象条件下で， 100 a寺関連続運転に耐える部材の疲れ強さ
を実働荷重データを用いて求め，さらにモデルチェンジの際の構造や形状変更による実働
応力の低減への効果について考察した。
2. 農耕土の土壌締固め特性が，乾燥密度とどのような関連を示すかについて動力学的考察を
加え，成果をとりまとめて学術雑誌に投稿した。
3. 箪気トラクタの耕うん作業が農作業性能を損なうことなく遂行できるための審美工学的与
件について検討し，プロトタイプの提案を行った。民間企業との連携の推進策についても
検討を進めた。
4. 在来農具の工学的特質に関する資料のとりまとめは，継続して実施しており，成書刊行へ
の準備を始めた0
5. 水稲作の最小耕うんを適正に運用するための工学的条件について検討し， 3種類の関溝器を
用いて現場検証実験を行うとともに，定量的な性能と評価を実施した。
6. 科研費海外学術調査により，東南アジアにおける農業機械の設計概念に顕在化している工
学的特質について，現地調査を開始した。今年度は，タイとフィリピンにおける調査地の
本務査を行った。
7. ラオス東南部の一集落を対象とした，現地調査のとりまとめとメコン河開発計画のマスタ
ープランづくり作業に従事した。
8. 農業機械学会 Rux2000プロジェクト f東南アジアにおける農業機械化のダイナミズムjに
係る活動を推進し，併せて清報の質的向上につながる研究集会の運営に従事した。
Q 論文等
学術論文
1. W. Abdurakasim， M. Koike， T.Takig創刊， H. Hasegawa， A. Yoda， B.Bahalayodhin， P.Usaborisut 
Neural network modeling and sensitivity analysis of出ebulk density response in sandy loam soil 
under vehicle-induced stresses 
農業機械学会誌， 67(2)， 77-85(2005) 
2. 張強，瀧)1具弘，小池正之，本間毅，ジュンユセンパユンサク
自樟走行車両によるコンテナ拾い上げ実験農業機械学会誌， 67(3)， 122-128 
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総設・解説
1. IJ¥池正之
もうひとつの心の産業 一農をめぐる最近の話題若干-(巻頭書〉
世界の農林水産) (社)国際食糧農業協会) 8(783)， 2-3(2∞4) 
報告審等
1. 小池正之
試作ノレーラノレ篭気ピークノレの作業笛環境対応特性とその実用化
平成 13年度'"'-'15年度科学科研費補助金(基盤研究 (B)(2))研究成果報告番，ト84(2004)
口頭発表
1. 小池正之
東南アジアの農業機械化にみる技術論的展開とその地平
農業環境工学関連 7学会 2005年合民大会講演要
2. 堀尾尚志，小池正之他4名
新技術の受容と意識の構造
農業環境工学関連 7学会 2005年合同大会講演婆
3. 瀧)1具弘，小池正之他2名
126 (2005) 
127 (2005) 
タイ国・コンケン郡ノンジヤノレン村でのサトウキピ栽培について
農業環境工学関連 7学会 2005年合同大会講演要旨集) 129 (2005) 
4. )1上昭太郎，小池正之他 6名
東北タイ・コンケン地域における米の調整加工の現状
農業環境工学関連 7学会 2005年合同大会講演要旨集) 131(2005) 
5. K. Sackbouavong， M. Koike， T.Takigawa 
Local features of cultivation technology for irrigated farming in Laos 
農業環境工学関連 7学会 2005年合同大会講演要旨集) 337 (2005) 
司外部資金
科学研究費
東南アジアにおける農業機械設計概念、の特質に関する調査研究(代表)
基盤研究(A)(2)，4，800，000
受託研究費
農業機械における非化石エネノレギー利用技術の関発
平成 15年度交付金プロジェクト研究「持続的農業推進のための革新的技術開発に関する
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総合研究一環境負荷低減のための革新的農業技術の開発(JSA)一J，(独)中央農業総合研
究センター， 1，000，000 
2. 教育活動
口学群
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
応用力学 (1/2) 2 2 3 
計測・制御工学実験 (1110) 1.5 2 
生物環境工学基礎演習 (115) 2 2 3 
国際農林業支援技術論 2 3 2 
生物生産機械工学 (112) 2 3 3 
生物生産システム工学 (1/2) 2 3 
生物生産機械・施設学実験 (112) 1.5 3・4 3 
生物生産材料学及び実習 (112) 2 3・4 3 
口 生命環境科学研究科
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
生物生産機械学特論 2 
生物生産機械学演習 1-V (112) 3 1 '"'"'5 1'"'"'3 
生物生産機械学特別研究 1，I (112) 6 1，2 1'"'-'3 
ロ農学研究科
科目名 単位数 標準緩修年次 実施学期
生物生産機械学特論 2 
生物生産機械学演習上宜(112) 3 1，2 1'"'-'3 
生物生産機械学特定IJ研究 1，I (112) 6 1，2 不定期
3. 学内委員会および学外活動
q 学内委員
???
??
????
?????? ??
委員会名
学系長
3年次クラス担任
運営委員
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ロ学会活動
学会名
農業機械学会
日本砂丘学会
東南アジア国際農学会(ISSAAS)
タイ留農学会 (ASSτ〉
委員会名もしくは役職
理事，評議員，編集委員長
評議員，編集委員
編集委員，論文査読委員
論文査読委員
Q その他学外活動
組織名 活動内容
Universiti Putra Malaysia Extemal Assessor， 
Extemal Examiner for Ph.D.Thesis 
国際協力機構筑波毘際センター 持続型営農機械化システムコーストラクタ工
学概論j担当
試験研究課題評価委員会委員長
評価委員会委員
非常勤講師「国際環境農学特論 1J (2単位)担当
非常勤講師「地域環境科学特別講義VJ(1単位)
担当
非常勤講師「統合生産システム論J(2単位)担当
参事
生研センター
東京農工大学大学院農学教育部
京都大学大学院農学研究科
神戸大学大学院自然科学研究科
国際農業機械化研究会
4. 国際活動
q 現地誤査
期間 用務 渡航先
???
11.23 -11.29 東南アジアにおける農業 タイ，フィリピン
機械設計概念の工学的特
質に関する調査研究
q 留学生
氏名 出身思 研究科 学年 研究課題
ジュンユセン タイ 生命環境科学 D5 農業用けん引車両の自律走行制御による研究
パユンサク
張強 中国生命環境科学 D5 農業用車両のハンドリング機構高度化に関す
る研究
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アブドウラカシム タイ 生命環境科学 D4 農耕土壌の動的締留め特性について
ワンラット
チャウラカム タイ 生命環境科学 D3 不耕起栽培用作業機の設計要件について
イサラー
ジュケクオン タイ 生命環境科学 D2 数値力学手法による構成部材の最適設計
ポンティパー
5. 学位論文関係
q 博士論文リスト
生命環境科学研究科
氏名 論文題自
lYUNYUSEN Development of Guidance System of 
Payungsak 
張強
ロ 学士論文リスト
生物資源学類
an Agricultural Trailer for Approaching 
to Target Position 
農業用車両による新たなハンドリング
機能の開発研究
氏名 論文題目 指導責任教官
森警瑠 新概念電気トラクタの 小池正之
設計要件に関する基礎的研究
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主査 言IJ査
小池正之 坂井直樹
瀧)1 具弘
山口 智治
小池正之 坂井直樹
瀧)I1 具弘
木村俊範
指導担当教官
余田章
氏名:性久間泰一
議名:講師
1. 研究活動
ロ {密封報告
1.梅田の研究:千葉県鴇川市大山千枚留を昨年に引き続き調査した。その結果、オーナー制の特徴を
インストラクターの意義、イベントによる労働力増、箆や市の支援体制等を明らかにした。また、K氏が運
営に関わっている自然王国の調査を行い、 K氏の財政的援劫が大きいこと、トラスト需IJを実施してし 1て5
年目になるので、由構えやメIJり取りに指導する労働力が少なくて済んでいることを明らかにした。
2.大規模稲作経営の耕地の分散に穏する萩究:3つの大規模稲作経営の事例を言語査し、通作と耕反問
移動の時間を定量的に検討し全作業時間に対する割合を算出した。
口論文等
学務議文
L {壬永壊，佐藤政良，楊継富¥郭宗信，性久部泰一
節水効果からみた中国河北省石津護区における水管理システムの分析
水文・水資源学会誌VOL.17NO.4， 381-391 (2004) 
報告書等
1. 佐久間泰一
参加型水管理における水田用水量構造の研究(分担)
平成 14"-'16年度科学研究費(B)(2)成果報告書，84-90(2005)
口頭発表
佐久間泰一，大橋由布子
棚田における必要労働時間と収入(事例報告)
平成 16年度農業土木学会大会講演要旨集， 976静977(2004) 
ロ外部資金
科学研究費
参加型水管理における水田用水量構造の研究 科学研究費(B)(2)2，220，000 
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2. 教湾活動
q 学群
科目名
統計学入門(分担，311 0) 
生産基盤工学(分担，511 0) 
測量学
減量ま学実習
農村環境計画学(分担，911 0) 
一四四-但叩軸'-ー
環境科学研究科
科毘名
生産環境工学(分担，511 0) 
生産環境野外実習(分担，7110) 
一
生命環境科学研究科
科目名
生産基盤システム工学演習 I
生産基盤システム工学演習立
生産基盤システム工学演習湿
生産基盤システム工学演習IV
生産基盤システム工学演習V
3. 学内委員会および学外活動
q 学内委員
組織名
生物資源学類
農林工学系
ロ学会活動
単位数 標準履修年次 実施学期
2 2・3
2 3 
2 3 
2 3 
2 3 2 
単位数 標準履修年次 実施学期
2 2 
単位数 標準履修年次 実施学期
3 1"' 3 
3 2 1""'3 
3 3 1""'3 
3 4 1""'3 
3 5 1'"'"'3 
委員会名
外留語担当教員及び学群・学類代表者連絡協議
会構成員
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運営委員
委員会名もしくは役職
代議員
農業土木学会
農業土木学会
関東支部幹事
関東支部支部資選考委員長
ロ その他学外活動
????? ?
4. 留際活動
o 海外出張・研修
現地調査
期間
12.1ト12.21
????
?
????
? ?????
???? ?????
渡航先
ベトナム 科学研究費
5. 学位論文関係
ロ 環境科学研究科
論文題自 主査
水田地域における雨水の貯留・流出特性 佐藤政良
???
?????? ? ? ? ?
?
??ゃ?
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氏名:佐竹経顕
職名:教授
i 研究活動
Q 個別報告
ニューラノレネットワークοω)や遺伝的アノレゴリズム(GA)，さらにシミュレーテッド・アニーリン
グ(SA)といったコンビュータサイエンスを援用した生物生産・食料プロセスの最適化，新規食品
のデザインおよび開発食品製造工程におけるバイオハザードの低減，青果物の流通過程におけ
る損傷の低減と輪送試験法の開発等に関する以下の研究を行った。
1. GAによる生物生産物資の最適輸送経路決定に関する研究
2. SAを援用した生物生産施設の最適配置設計シミュレータの開発に関する研究。
3. MOGAを援用した家畜飼料の多自的配合設計シミュレータの開発に関する研究。
4. 生体信号計測に基づく食品デザインに関する研究。
5. 近赤外分光法によるカット野菜やジュース等の細菌汚染評価に関する研究。
6.新機軸のライスヌードノレの開発に関する研究。
7.高品質食肉生産の影響因子の解明に関する研究。
8. 青果物の流通過程における損傷機序の解明と輸送試験法の開発に関する研究。
9. 電気化学的処理によるフィチン般の分解に関する研究。
q 論文等
学構論文
1. 阪自 治，金子昌子，丹下幸子，佐竹隆鋲，鈴木純恵、
人間の消化活動を指標とした食品品質評価に関する研究
日本食品工学会誌， 5(2)， 113-119 (2004) 
2. T. Sasaki， K. Kohyama， T.Yasui， T.Satake 
Rbeological Properties ofWhite Salted Noodles with Di百erentAmylose Content at 
Small and Large Deformation， Cereal Chemistry， 81(2)ラ226時 231(2004)
3. K. Intabon， L.Hong， Y.Ishikawa， T.Satake， T.Maekawa 
Production of Biodegradable Films合omOkara Protein and Sodium Dodecyl Sulfate， 
1. ofThe Society of Agricultural Structures， Japan， 35(1)， 17-24(2004) 
4. L. Hong， K. Intabon， Y.Ishikawa，工 Satake，T. Maekawa 
Production of Biode2:radable Films合omOkara Protein and Sodium Silicate， 。
1. ofThe Society of Agricultural Structures， Japan， 35(3)， 157・164(2004)
報告撃等
1. 佐竹隆顕
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長ネギ生産における機械・装置及び長ネギ共同調製施設の現状と機械・装置の
開発改長方向に認する読査請究
農業施設学会委託研究報告書，33(2005)
2. 佐竹隆顕
GAを援用した農業生産物資の最適事会送経路の設計シミュレータの関発
平成 15'"-'平成同年度科学研究費補助金{基盤石芳究科(2))研究成果報告書)26(2005) 
3. 佐竹蜂額争中島教博，大森定夫
青果物流通施設の研究・技術動向，34(4)，2ヲ3回 300(2004)
4. W. Guo， K. Guo， X. Zhu， L.Sun， Z.Wang， Z.守iu，T. Satake 
The Influence ofElectric Excitation Signal on Dielectric Properties of Fruits， 
Biosystem Studies， 6(1)， 2与36(20むの
5. W. Guo， K. Guo， X. Zhu， M. Cheng， Y.Guo， Z.Qiu， T.Satake 
τhe Comprehensive Inf1uence of Electric Excitation Signal 's Fre守uencyand Voltages on 
Dielectric Properties of Apples， Biosystem Studies， 6(2)， 104-111 (2004) 
口頭発表
1. P. Suthilulむ主 S盆給取， S. Saranwoηg， S.Kawano 
Assessment of Bacterial Contamination in Shredded Cabbage with Near Infrared SpectToscopy， 
Japan-Thailand Joint Symposium on Nondestructive Evaluation Technology， (2004) 
2. S. Numthuam， T.Satake， S.Saranwong， S.Kawano 
Band Assignment and Wavelength Region for Accurate Determination of TotaI Acidity in 
Orange Juice， Japan-Thailand Joint Symposium on Nondestructive Evaluation Technology， (2004) 
3. 林秀木，阪自治，黒津茂，橋本光，北村豊，佐竹隆顕
ニューラノレネットワークを用いた匂いセンサーによる食品香料の識別
一-NNとPCAによる識別一，2004年度農業施設学会大会講演要旨，68時 69(2004) 
4. 阪自治， ::/ヒ村豊，佐竹隆顕
SAによる施設内機械装置の最適配霊設計
2004年度農業施設学会大会講演要旨，72-73 (2004) 
5. 本多慎平，北村豊，橋本光，佐竹隆顕
減圧噴霧乾燥のためのフoロバイオティクス食品の物性測定
2004年度農業施設学会大会講演要旨， 54・55(2004) 
6. 推名威仁，北村豊，佐竹隆顕
回転ドラム型発酵システム(RDFS)による食品副産物のドライメタン発酵
2004年度農業施設学会大会講演要旨， 94-95 (2004) 
7. s，反自 治，金子昌子，神山かおる，北村豊，佐竹隆顕
人間の消化活動を指標とした食品品質評価に関する研究
宮本食品工学会第5回(2004年度)年次大会講演要旨集， 56 (2004) 
8. 佐竹隆顕
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木質ノくイオマスの活用の方策と事例
2004年度農業施設学会講演会ーバイオマスを活用した循環型社会の構築ーラ (2004)
D 外部資金
科学研究費
GAを援用した農業生産物資の最適輸送経路設計シミュレータの開発(代表)，基盤研究(C)，
1.400.000 
委託研究費
長ネギ生産における機械・装置及び長ネギ共同調製施設の現状と機械・装置の開発改良方向
に関する調査研究
920，000 
2. 教育活動
q 学群
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
計測制御工学実験(分担:1/1 0) 1.5 2 
専門語学(英語) 1 3 2 } '"'"'3 
食料システム学実験(分担:15) 1.5 3 
食品工学実験(分担:115) 1.5 3 
食品工学(分担:12) 2 3 
食品機能管理学(分担:1/3) 2 3 3 
食料システム工学(分担:112) 2 3 3 
食品工場設計(分担:14) 1.5 3 3 
総合演習(分担:1/5) 2 3 3 
技術科教育法概論(分担:112) 2 3 
技術科指導法 1 (分担:112) 2 3 2 
技術科指導法立(分担:1/2) 2 3 3 
q バイオシステム研究科
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
生物生産プロセス工学 つ 1 . 2 
バイオシステム特別研究 I 6 2 } '"'"'3 
q 生命環境科学研究科
科自名 単位数 標準履疹年次 i 実施学期
食料機械工学特論 つ 1 . 2 1 
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同
!食料機械工学演習 I
食料機械工学演習豆
食料機械工学演習虫
食料機械工学演習W
食料機械工学特別研究 I
食料機械工学特別研究豆
?ー
「????
?
?
??「?
?
??
1'"'"'3 
]'"'"'3 
1'"'"'3 
，、
コ
} '"'"'3 
1"-'3 
つ 1'"'"'3 
3. 学内委員会および学外活動
Q 学内委員
定立?哉名
生物資源学類
向上
バイオシステム研究科
向上
向上
向上
向上
農林技術センタ一
向上
学系
金学
向上
向上
向上
???
??
?????? ?? ?
LAN世話人
遠鵠講義支譲システム世話人
運営委員
人事検討委員
人事選考委員
scs事業実施委員
全学学群教職課程委員
教職課程専門委員
公務員試験受験対策指導教官
Q 学会活動
学会名
日本農業工学会
農業施設学会
日本熱帯農業学会
農業情報学会
委員会名もしくは役職
代議員
編集幹事
評議員、電子情報委員長、編集委員
理事、評議員、高IJ編集委員長田15.10より)
Q その他学外活動
組織名
目本学術会議
日本学術振興会
活動内容
第 6部農業環境工学研連委員
科学研究費委員会専門委員
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筑波大学付属駒場高等学校
筑波大学付属学校
茨城県立竹園高等学校
茨城県教育委員会
(社)農林水産技術情報協会
4. 国際活動
q 共向研究
期間 用務
9.22-10.3 日中拠点大学方式に
よる学術交流
12.2-12.10 国際共同研究交流
12.21-12.27 日中拠点大学方式に
よる学術交流
にl 留学生
氏名 出身思 研究科 学年
ステイラク タイ バイオ D3 
パンスィリ システム
林秀帯、 中国 生命環境 D5 
科学
胡 耀華 中国 生命環境 D3 
科学
第 若宇 中国 生命環境 Dl 
科学
ソンタヤ タイ バイオシ h在l
ナムサン ステム
q 招蒋研究員
氏名 期間
SSH運営指導委員
四校研大学委員
評議員
SSH運営指導委員
平成 16年度先端技術を活用した農林水産研
究高度化事業専門評価委員
渡航先 経費
中国 日本学術振興会
タイ王国 招蒋
中国 日本学術振興会
研究課題
Study on Determination of Quality Change by 
Na印raIMicrof1ora on Fresh-cut Vegetables Treated 
in Several Types of Electrolyzed Water 
食品感性の定量化に関する基礎的研究
高品質食肉生産の影響因子の解明に関する
研究
紫外線殺菌の高効率化と食品加工への応用
Assessment of Bacterial Contamination in Fresh 
Milk with Near In合aredSpectroscopy 
所思機関および役職
Chang 2003.4.1 
-2005.3.31 
西北農林科技大学機械電子工程学続・技師
Sheng Wei 
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氏名:色藤政良
識名:教授
1. 研究活動
ロ倍男1報告
1.水田の持つ洪水調節機能の発現機構とその強化方法に関する研究を行った。 2.臨場整備が済ん
でいる水田に対する環境配慮、方策の確立について検討した。 3.伝統的な天水問地帯に貯水池と濯滋
用水路が建設されたミャンマーの水田地帯で、水害軽減と濯瀧潟水の安定供給の調整をl2Dるダム運用
について研究した。 4.中箆華北地域における節水港翫に関して用水管理システムの視点から現地調査
に基づ、き分析を行った。 5.発展途上国における水管理の改善に関連して、日本の水管理の特性を検討
した。
3 議文等
学術論文
1. M. M. Naing， M. Satoh 
Effective Use ofa ReservoIT for Paddy Irrigation in Tropical Monsoon Asia-a Case Study ofthe 
Ngamoeyeik Project， Lower Myanmar 
Paddy and Water EnvITonment， 2(1)， 19-25 (2004) 
2. 任永懐，佐藤政良，楊継富，郭宗信，佐久間泰一
節水効果からみた中国河北省石津濯区における水管理システムの分析
水文・水資源学会誌， 17(4)，381-391 (2004) 
3. 松井明，佐藤政良
整備済み水田用排水路系における魚類生怠の実態分析に基づく環境改善案の提示
応用生態工学， 7(1) ， 7(1)， 25-36，2004 
4. 松井明，佐藤政良
茨城県下館市の水田鶴場整備によって造成された排水路系における水生生物の分布
保全生態学研究， 9(2)，153-163 (2004) 
5. 任永懐，佐藤政良，楊継富，郭宗信
中国河北省石津潅区の水不足時における節水管理の分析
水文・水資源学会誌， 17(5)，515樽522(2004) 
総説・解説
佐藤政良
かわと水田
にほんのかわ 104， 日本河川開発調査会， pp.ι7 (2004) 
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報告警等
1. 佐藤政長
平成 16年度用排水・ほ場整備基礎諸元調査 用水(水田)報告書
(社)農業土木学会(2004)
2. 佐藤政良
参加型水管理における水田用水量構造の研究
科学研究費報告書(2005)
口頭発表
1. 河野賢，中村寅彦，橋本宏治，佐藤政良
南タイ濃瓶プロジェクトにおける水管理の現状とその改善
平成 16年度農業土木学会大会講演会講演要旨， 170-171(2004) 
2. 中村賞彦，河野賢，佐藤政良
南タイにおける農民参加型末端水利整備
平成 16年度農業土木学会大会講演会講演要旨， 172-173(2004) 
3. {:壬永1混佐藤政良，楊継富，郭宗{言
中国河北省若津港区の水不足時における節水港瓶の分析
平成 16年度農業土木学会大会講演会講演要旨， 510-511(2004)
4. 谷口智之，佐藤政史
取水方式が水田濯翫地区における用水の配分と利用に与える影響
平成 16年度農業土木学会大会講演会講演要旨， 518-519(2004) 
一般講演等
1. 佐藤政良
基調講演 fManagernentof Land Irnprovernent Districts by Farrners in JapanJ 
平成 16 年度現地適正化技術交流セミナ~f水管理と農民 ~地域の経験と知見の共有J，日
本農業土木総合研究所，東京ホテノレはあといん乃木坂(2004)
q 外部資金
科学研究費
参加型水管理における水出用水量構造の研究，
基盤研究B (2)一鮫，三200，000
受託研究費
平成 16年度用排水・箇場整犠基礎諾元議査〈用水・水田)報恩寺地区
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関東農政局， 800，000 
平成 16年度農業水利基本調査農業農村地域水循環モデノレ競査
鑓東農政清，ヲ45，000
タイ国及び中華人民共和国における組織的水出港畿管理の動機婆lt9分析及び比較制度検討に関
する研究
〈独)農業工学研究所， 2，000，000 
2. 教蕎活動
ロ学群
科目名
生物環境工学基礎演習(分担:2/10) 
水資源、環境学(分担:5/10) 
水資源利用学実験
水文・水利工学
地域環境管理学(分担:5/10)
地域環境管理学演習(分担:14/20) 
生物資源科学のための物理学(分担:5/30)
ロ 環境科学研究科
科目名
生産環境工学(分担:5/10)
q 生命環境科学研究科
科呂名
水利環境工学特論
水利環境工学演習 I
水利環境工学演習豆
水利環境工学特別研究 1
水利環境工学特別研究E
」ー
Q 農学研究科
手Ij水工学特論
手Ij水工学演習 I
科目名
単位数
2 
2 
1.5 
2 
フ
2 
3 
単位数
2 
単位数
2 
3 
3 
6 
6 
単位数
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2 
3 
様準履修年次 実施学期
フ 3 
3 
3 2 
4 2 
3 
3 
1-3 
標準履修年次 実施学期
つ
標準履修年次 実施学期
2 
1~3 
2 1-3 
1-3 
2 ト3
標準履修年次 実施学期
1-3 
手Ij水工学演習立
手Ij水工学特別研究 I
利水工学特別研究H
3. 学内委員会および学外活動
q 学内委員
組織名
生物資源学類
生物資源学類
U 学会活動
学会名
平成14.10--- 国際水田・水環境工学会
平成 14.7'"'"'農業土木学会
平成 14.4'"'"'農業土木学会
平成 14.8'"'"' 水文・水資源学会
U その他学外活動
組織名
大学評価・学位授与機構
茨城県
日本将)1開発調査会
(財)農業土木総合研究所
(財)農業土木総合研究所
(財)農業土木総合研究所
(財)農業土木総合研究所
日本学術援興会
国際協力銀行
(独)国際協力機構
(独)密際協力機構
(独)国際協力機構
(財)自本密際協力センター
3 2 
6 1 
6 2 
委員会名
学類長代行
教育課程委員会委員長
委員会名もしくは役職
編集・関読委員
1・3
1-3 
1-3 
農業水利施設の多面的機能の発揮等に対応した
管理体制の中間点検検討委員会委員長
計画基礎諸元調査委員会委員
理事、副会長
活動内容
学位審査専門委員
公共事業再評価委員会委員
自本河川開発調査会理事
水資源開発戦略構築諦査検討委員会委員
調査研究企画委員会委員
農業水利問題検討委員会委員
Icro活動推進委員会委員
社会環境工学研究連絡委員会委員
タイ笛潅液持続性諒査事業監理業務専門家
「護疲排水・農村開発jコース講師
エジプト国特設f参加型水管理jコース講師
マラウィ国特設「農村開発jコース講師
f農業農村における持続的な水資源開発jコース講師
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(財)日本国捺協力センター
(財)日本患際協力センター
フィリピンf水利組合組織体制改善Jコース講師
中央アジア「水利組合育成Jコース講師
4. 患際活動
o ~醤外出議・研修
題際会議・箆際研究集会への参加
期間 fl務 渡航先 経費
8.3-8.15 四)!I省都江壊濯続地 中国 受託研究費
区における用水戸協
会の研究
海外派遣
期間 用務 渡航先 経費
7.28-8.2 参加型水管理セミナ タイ 留際協力強行
現地調査
期間 用務 渡航先 経費
5.24-5.30 南タイ末端濯瓶水路開 タイ 自費
発調査
7.14-7.24 南タイ末端濯獄水路関 タイ 自費
発調査
11.21-12.4 南タイ末端濯瓶水路関 タイ 告費
発調査
12.11-12.21 参加型管理と水田用水 ベトナム 科学研究費
量の謂査
2.19-3.1 南タイ末端濯瓶水路開 タイ 自費
発調査
q 寵学生
氏名 出身国 研究科 学年 研究課題
ウィポッ7。 テームースワン タイ 生命環境科学研究科 参加型水管理
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研究者、研究生の受け入れ
易涛 (中国雲南大学)
ゲウニプシアナン7守 (ガーナ濯瓶開発公社)
5. 学位論文関係
q 修士論文リスト
生命環境科学研究科
氏名 | 論文題目
河野賢 |南タイ Thadi糊フ山川区における
水管理の分析
ロ 環境科学研究科
氏名 | 論文題自
中断頴幸|水沼地域における雨水の貯留・流出特
{生
a 学ごと論文リスト
生物資源学類
氏名
中田滋己
高橋良典
森尚子
植村碧
論文題目
減水深の構造分析
矢作)1水系における農業水利の変
化が水資源、利用に及ぼす影響
鬼怒川流域における水利調整のた
めの水野J態の分析
コンクリートコ高張り小排水路におけ
る植生侵入の実態分析
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主査
佐藤政長
主査
佐藤政良
指導責任教官
佐藤政良
佐藤政良
佐藤政良
佐藤政良
高IJ査
宮本邦明
永木正和
高IJ査
宮本邦明
佐久間泰一
指導担当教宮
佐藤政良
佐藤政良
佐藤政良
佐藤政良
氏名:清水産人
戦名:講部
1. 研究活動
ロ髄見IJ報告
循環型社会構築にむけた食料・食品・フードシステムにおける食料加工プロセスの適正技術開発
に認する研究を推進した。穀類(米，麦).豆類，それらの廃棄物を対象として，物性計測，品
質評価，機龍性評価手法の開発を行った。
1. ケモメトジックス〈計盆化学)の可視/近赤外分光法への応用:前処理されたスペクトノレを
用いアーティフィシヤノレニューラノレネットワーク(ANN)やパーシヤノレリーストスクエア
(PLS)アノレゴジズムを用いキヤジプレーションを行うとともに，バリデーションサンプノレの
配分方法を検討した。
2. 全粒透過型近赤外分光法の研究:大変全粒のスベクトノレ取得方式が総食物繊維合主主のキャ
ジプレーション精度に及ぼす影響を評価する解析方法を(独)食総研)USOAωAR与RRCと
共j弓で開発した。
3‘ 米，豆類，オカラを利用する発酵による新食品素材の開発:オカラ由来の機能性成分の発
酵過程における動向を分析し，これら成分の消長を発酵プロセス理論と比較検討した。
4. ポストハーベスト・ライフサイクノレアセスメント (LCA) に関する研究:民生・運輸部門
における現在の C02排出削減技術の整理から当該領域の問題点を明らかにした。
口論文等
学箭論文
1. Yongqiang Cheng， Naoto Shimizu， and Toshinori Kimura 
Rheological Properties of MgC}z-coagulated Tofu and Conditions for Hard Tofu Production in China 
Joumal ofthe Japanese Society of Agricultural Machinery， 66(3)， 98-104， (2004). 
2. Poritosh Roy， Naoto Shimizu， and Toshinori Kimura 
Energy Conservation in Cooking of Milled Raw and Parboiled Rice 
Food Science and Technology Research， 10(2)， 121-126， (2004). 
3. Md. Rabiul Islam， Naoto Shimizu， and Toshinori Kimura 
Energy Requirement in Parboiling and its Relationship to Some Important QuaIity Indicators 
Joumal ofFood Engineering， 63(4)， 433-439， (2004). 
4. Poritosh Roy， Naoto Shimizu， and Toshinori Kimura 
Life Cycle Inventory Analysis of Rice Produced by Local Processes 
Joumal ofthe Japanese Society of AgriculturaJ Machinery， 67(1)， 61-67， (2005). 
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国際会議論文(プ口シーデイングス)
1. Poritosh Roy， Naoto Shimizu， Takeo Shiina and Toshinori Kimura 
Life Cycle Inventory Analysis of Local Parboiling Process 
World Rice Research Conference 2004， 5-7 November 2004， Tsukuba Intemational Congress Center， 
Tsukuba， Ibaraki， Japan， 2004 
2. Noriko Komatsuzaki， R.Yamagishi， K. Ts叫<ahara，Naoto Shimizu， and Toshinori Kimura 
NoveI Production method of Germinated Brown Rice with Soaking Under Low-temperature and 
Vacuum Condition 
World Rice Research Conference 2004， 5-7 November 2004， Tsukuba International Congress Center， 
Tsukuba， Ibaraki， Japan， 2004 
3. Naoto Shimizu， Toshinori Kimrua 
Application of the Dosa Fermentation Process to Utilization of Indica Type Rices 
World Rice Research Conference 2004， 5・7November 2004， Tsukuba Intemational Congress Centerラ
Tsukuba， Tbaraki， Japan，2004 
4. Haque Ashra向上Naoto Shimizu， and Toshinori Kimura 
Sorption Isotherms and Physico-mechanical Properties of Hybrid Rice Kemels 
World Rice Research Conference 2004， 5-7 November 2004， Tsukuba Intemational Congress Center， 
Tsukuba， Ibaraki， Japan， 2004 
5. JN¥¥弓くKaryadi，Naoto Shimizu， and Toshinori Kimura 
Effect of Air Flow Rate on Cattle Manure Composting with Force Aeration 
Case Studies in Rice Processing and in Recyc1ing of Packaging Materials 
Joint Workshop ICAERD-IPB-JAPAN on Biomass Energy Resource for Sustainable Agricultural 
Development and Environment Improvement， Jakarta， March 1， Indonesia， 2005 
総説・解説
1. 清水夜人
濃度加工残さの処理・利用技術の現状と課題，
農業機械学会誌， 66(3)， 8-15， 2004. 
報告審等
1. 木村俊範，清水直人
主力流通品種・事会入米の抵温保管管理のための玄米・精米の平衡水分値測定法の高精度化，
(社団法人)全国食料保管協会，ト19，(2004). 
2. 岡留博司，潜水直人
第2主 民生・運輪部門における現在の C02排出削減技術の整理
2.2.3食料・食品・フードシステム
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C02排出の少ない循環型社会構築のための包括的調査成果報告書，
(独)新エネルギー・産業技術総合開発機構， 89ゅ94，2005 
口頭発表
1. Jafar Hasemi， Naoto Shimizu， Toshinori Kimura 
Assessment ofExtreme Reduction ofPaddy Moisture 
農業機械学会第40思関東支部年次報告，長野集職員センター， 38-39， 2004.7. 
2. Joko Nugroho W. K.， Michio H訂ano，Naoto Shimizu，τ'oshinori Kimura 
Effect of Different Air Flow Rate on Process of Degradation出Composting
農業機械学会第 40回関東支部年次報告，長野県織員センター， 54-55， 2004.7. 
3. Marcos A. das Neves， Kiwamu Shiiba， Naoto Shimizu， Toshinori Kimura 
Wheat By-products: its Potential ぉ Substratefor Ethanol 
E本食品工学会第5毘 (2004年疫)年次大会講演要 東京大学農学部， 144， 2004.8. 
4. Jafar Hasemi， Naoto Shi邸 izu，Toshinori Kimura 
Evaluation of an Accelerated Method for the Determination of E中lilibriumMoisture Content of Rice 
Kemels 
百本食品工学会第5回 (2∞4年度)年次大会講演要旨集，東京大学農学部， 120， 2004.8. 
5. 柳田高志，清水寵人，木村俊範
バナナの葉の有効利用技術について
日本食品科学工学会，第 51包大会講演集，岩手大学， 97， 2004.9. 
6. Letsoalo. M. Andrica， Naoto Shimizu， Toshinori Kimura 
Fermentation Characteristics and Microbial Community Dynamics during Production of Ting， a 
SouthA合icanFermented Maize Gruel 
日本食品科学工学会，第 51回大会講演集，岩手大学， 103， 2004.9. 
7. Md. Ashraful Haque， Naoto Shimizu， Toshinori Kimura 
Equilibrium Relative Humidity or Water Activity of Brown Rice 
農業機械学会第 63回関東支部年次報告，神戸大学農学部， 209引 0，2004.9. 
8. 原野道生，木村俊範，清水直人，道宗直昭，原田康弘，村岡和浩
実規模糞尿堆肥化設備における間欠通気の影響
農業機械学会第 63回関東支部年次報告，神戸大学農学部， 29-30， 2004.9. 
9. Joko Nugroho W. K.， Naoto Shimizu， Toshinori Kimura 
Effect of Aeration on Composting Characteristics of Caw Feces 
農業機械学会第 63回関東支部年次報告，神戸大学農学部， 3ト32，2004.9. 
10. Marcos A. das Neves， Toshinori Kimura， Naoto Shimizu， Kiwamu Shiiba 
Production of aIcohol by simu1taneous saccharification and fermentation of low-grade wheat flour 
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using di百erentmicroorganisms 
農業機械学会第 63回関東支部年次報告，神戸大学農学部， 31-32， 2004.9. 
一般講演等
1. Naoto Shimizu， Yuji Katsuragi， Toshinori Kimura 
Present Status in Rice Milling and Utilization ofthe Byproduct 
World Rice Research Conference 2004， 5-7 November 2004，τ'sukuba International Congress Centerヲ
Tsukubaラlbaraki，Japan， 2004 
2. Naoto Shimizu， Poritosh Roy， Toshinori Kimura 
LCA for Effective Utilization ofEnergy in Food Industry 
Case Studies in Rice Processing and in Recycling of Packaging Materials 
Joint Workshop ICAERD-IPB-JAPAN on Biomass Energy Resource for Sustainable Agricultural 
Development and Environment ImprovementラJakartaラMarch1， lndonesia， 2005 
3. Naoto Shimizu 
LCA for Effective Utilization of Energy in Food Industry 
Seminar in Faculty of Agriculture Technology Gadjah Mada University 
YogyakartaラMarch3， Indonesiaヲ2005
2. 教育活動
U 学群
科目名 単位数 標準履修年次
食品工場設計(1回分) 1.5 3 
食品工学実験(2回分) 1.5 3 
製図及び実習(2自分) 1.5 3 
フレッシュマンセミナー
生物資源科学実習
生物資源科学演習 2 
o 生命環境科学研究科
科目名 単位数 標準履修年次
先端技術開発学演習 I"-'V 3 1-5 
留学生のための生物資源科学(1 @]) 
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実施学期
3 
集中
3 
集中
2，3 
実施学期
1-3 
2 
3. 学内委員会および学外活動
ロ学内委員
組織名
生物資源学類
生物資源、学類
生命環境科学研究科
ロ その強学外活動
?
??????
? ? ? ?
?
? ?? ??
?
組織名
(社)未踏科学技術協会
茨城県立農業大学校研究科
(独〉箆際協力機構集包研修
活動内容
rC02 ワーキンググループj
f米の議後処理技手I~ :::I…ス j
4. 際活動
o 海外出張也研移
国際会議省国際研究集会への参加
期間
2.28-3.5 
用務 渡航先 経費
バイオマスエネルギ インドネシア共和国
一・資源についてのジ
ョイントワークショ
ツブ。
現地誤査
期間 用務 渡航先
修士論文指導のた 南アフリカ共和国
めの南アフジカ食品
産業の実態調査
経費
奨学寄付金
(木村教授分)
12.7-12.14 
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氏名:杉浦異IJ夫
職名:助教授
1. 研究活動
o 1毘別報告
これまでの研究は、水道工業、農業用水等の水源を中心とした水質汚濁の機構解明と修復法
の擁立に関するものであり、とくに環境諸国子と環境微生物の異常増殖・消滅との関係解析・評
価法、予測手法を展開するとともに汚濁諸国子のモニタリング法開発、水環境修復法では環境生
態の機能を工学的に利用することを基調とした処理技術及びそのシステム化、さらに廃棄物等の
高度利用法の確立にむけ推進している。とくに本年度i士、水処理上棒害となる環境微生物につい
て、新規な分子生物学的手法による藍藻由来毒性物質microcystin(MCR)の合成機構及び分解、
開発した進化系統解析ソフトウェアーを導入した MCR分解菌の機能特性探索、水環境修復の分野
では電気化学的水処理技術による難分解性物質の効率的分解に関する研究を展開した。 MCR分解
に関する研究では、これまでに世界的に発見されている数種の分解蓄がいずれも共通の祖先であ
ることが証明され、また、その進化過程での保存性が高いことが明かとなった。また、電気化学
的処理技術に関する分野では内分泌かく乱物質であるノニノレフェノーノレ類を効率良く分解でき
る手法を開発できた。
3 論文等
学椅論文
1. Kameyama K.， Sugiura N.， lnamori Y.， Maekawa T. 
Chracteristics of microcystins production in the cel cycle of Microcystis virdis 
Environmental Toxicology 19，1，20-25 (2004) 
2. F. Tan北a，C. Feng， N. Sugiura and T.Maekawa， 
p-Nitrosodimethylaniline (RNO)-based evaluation of enhanced oxidative 
potential during electrochemical treatment of high-salinity wastewater. 
Toxic!Hazardous Substances & Environmental Engineering， 39，3， 773-786(2004) 
3. Feng Chuanping.， Suzuki K.， Zhao S.， Sugiura N.， Shimada S.， Maekawa T. 
Water disinfection by electrochemical treatment 
Bioresource Technology， 94， 21-25 (2004) 
4. Feng c.， Sugiura， N.， Maekawa T. 
Performance oftwo new electrochemical treatment systems for wastewaters 
J. Environ. ScI. Health， Part A 39，9-16 (2004) (scI) 
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5. Feng c.， Sugiura N.， Masaoka Y.， Maekawa T. 
Electrochemical degradation of microcystin-LR 
J.Environ. Sci. Health， PartA 40，1醐8(2む04)
6. Sugiura.N， Utsumi M.， Wei B.， Iwami N. 
Assessment for the complicated occurrence ofNuisance odor from phytopla出:ton
and environmental factors in eutrophicated lake 
Lakes and Reservoirs， 9， 195-201 (2004) 
冨際会議論文(プロシーデイングス)
1. N.Minak丸紅Yamamoto，T. Suemura， T，Asano， K. Machii， K. Okano， N. Sugiura 
BORGENIBALANCE: a faster parsimony program for largerむees“withan example of 
reconstructing ancestral se号uencesof enzymes detoxifシingmicrocystin of the blue green 
aIgae.Abstracts ofthe 23 rd AnnuaI Meeting ofthe Willi Henning Society，“Phy logenetics 
andEvolutionary BiologyヘCladistics20， 601， Paris， france(2004) 
口頭発表
1. [湾野邦宏、河内幸夫、斎藤猛、稲森悠平、前J1孝昭、杉浦則夫
藍藻産生有毒物質microcystinの酵素分解に関する研究
第 41回日本水処理生物学会(つくば)2004年 11丹
2. 河内幸夫、岡野邦宏、三中信宏、前川孝昭、杉浦則夫
分子系統樹作成ソフトを用いた microcystin分解酵素遺伝子の探索に関する
研究
第 41回日本水処理生物学会(つくば)2004年 11月
3. 神保有亮、岡野邦宏、杉浦知夫
microcystin産生種の迅速検出法の開発に関する研究
第 41@]日本水処理生物学会(つくば)2004年 11月
4. 渡遠洋大、岡野邦宏、杉浦則夫
藍藻類Microcystis属の microcystin産生に及ぼすポリフェノーノレ類の影響
解析
第 41回日本水処理生物学会(つくば)2004年 11月
5. 木平浩之、河内幸夫、斎藤猛、板山朋稔、稲森悠平、横川善之、杉浦則夫
メソポーラスセラミックス担体を用いた microcystin分解処理システムの
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開発
第 41四日本水処理生物学会(つくば)2004年 1月
6. 向i崎毅、杉浦員Ij夫、前)1¥孝昭
電気化学的手法による内分泌かく乱物質処理の処理条件に認する研究
第 41四日本水処理生物学会(つくば)2004年 1月
7. ) 1I瑞穂、関野邦宏、岡崎毅、杉浦則夫
微生物群集機能を利用したラン藻由来有毒物質の処理手法の確立に関する
研究
日本水環境学会 (2005)第39白年次会、 p.224
8. 木平浩之、稲森悠平、横河善之、杉浦知夫
メソポーラスセラミックス担体を用いた microcystin分解処理シ
ステムの開発
日本水環境学会 (2005)第 39回年次会、 p.225
9. 神保有亮、岡野邦宏、杉浦貝Ij夫
Whole-cell PCRによる microcystin産生種の簡易かっ迅速約検出法
日本水環境学会 (2005)第 39回年次会、 p.227
10. 稲垣智文、稲森悠平、杉浦則夫
水中ブミン物質の藍藻類 microcystis属の増殖に対する影響
日本水環境学会 (2005)第 39四年次会、 p.297
11.撤橋明子、板山朋総、稲森悠平、杉浦刻夫
藍藻産生有毒物質microcystinの発生予測の開発に関する基礎的研究
自本水環境学会 (2005)第39百年次会、 p.298 
12.渡議洋大、関野邦宏、杉滞期夫
話icrocystis患の microcystin産生に及ぼすポリブェノーノレ類の影響解析
日本水環境学会 (2005)第 39四年次会、 p.299 
13.河内幸夫、大森真弓、杉浦郎夫、前)1孝昭
浄水場生物膜における microcystin分解菌の挙動に関する研究
呂本水環境学会 (2005)第39思考三次会、 p.300 
14. 滝野邦宏、三中龍宏、前)1孝培、杉浦知夫
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Microcystin分解酵素の進化の系統発生解析
日本水環境学会 (2005)第 39巴年次会、 p.301 
15. 向精毅、小木曽絵、、杉滞期夫、蔀)1I孝Bs
電気化学的手法による内分泌かく乱物質処理の適正条件に関する研究
日本水環境学会 (2005)第 39回年次会、 p.478
その他
1. L.Yifeng， W.DonghuI， T.Xiaoyan， T.Maekawa， W.¥νeizhong， N.Sugiura， 
Z.Zhenya， Y.Ji主i
Treatment of fecal sewage by the land infiltration system in Heigen park in the 
Dianchi lake catchment 
Biosystem Studies， 7，ト12(2004) 
o 外部資金
・平成 16年度研究費等の受領
科学研究費捕助金
平成 16年度'"'-'1 8年度
基盤研究 (B) (文部科学省)
課題:r微生物群集機能を利用したラン藻由来有毒物質ミクロキスチンの処理法の確立j
予算 1千 250万円(責任者)
環境省プロジェクト
課題:豊かな生き物を育む湖沼の再生「分担j
種類:環境技術開発等推進事業
金額:4，000，000 
受託研究費
科学技術振興機構
課題:湖沼の富栄養化防止・修復のための持続可能な生態環境保全技術の確立「分担j
金額:1300，000 
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2 教育活動
Q 学群
科白名 単位数 標準履修年次 実施学期
地域環境管理学演習(分担:2/10) 3 
水資源環境学(分担:5/10) 2 3 1 
食品衛生学(分担:5/10) 2 3 2 
環境生物処理工学(分担:5/10) 2 3 2 
口バイオシステム研究科
科目名
環境共生生物園システム学
標準履修年次
? ?
?
?
日 生命環境科学研究科
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
食品プロセス工学演習 1(分担) 3 不定期
食品プロセス工学演習日(分担) 3 2 不定期
食品プロセス工学演習 III(分担) 3 3 不定期
食品プロセス工学特別研究 1(分担) 6 不定期
食品プロセス工学特別研究 II(分担) 6 2 不定期
3. 学内委員会および学外活動
口学内委員
組織名
バイオシステム研究科
? ?
?
???
??????
ロ学会活動
学会名
平成5年~現在
平成6年~現在
平成8年~現在
委員会名もしくは役職
日本水処理生物学会 評議員
日本水処理生物学会 編集委員
International Association on Water Quality査
読委員
q その勉学外活動
組織名 活動内容
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平成2年~現在
平成立年~現在
平成 13年~現在
平成 13年~現在
平成 14年~現在
4. 麗際活動
ヨ共向研究
期間 用務
国立環境研究所 客員研究員
茨城大学工学部 非常勤講師
茨城県研修所講部
経済産業安 公害防止管理者等国家試験委員
環境省 要監夜項目再検討委員会委員
渡航先 経費
7.16-7.23 拠点大学交流事業に伴う共同研究 中華人民共和国 拠点大学交流事業費
11. 25-12. 2 拠点大学交流事業に伴う共同研究 中華人民共和国 拠点大学交流事業費
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氏名: 瀬能誠之
職名: 助教授
1. 研究活動
は個別報告
1. 農村景観整備のための計画手法の関発: 農村景観の評価について、写真映像により収集し
たデータについて分析を行った。また、景観条例の施行と効果について事例調査を行った。
2. 伝統的建造物の保存方法に関する調査: 歴史的に価値のある民家、および街並みなどの保
存方法について、現地調査を行うとともにそのあり方を検討した。
3. 農村の自然環境整備事業における住民参加: アンケート調査等による事例調査を行い、今
後の自然環境整備計画手法について分析した。
4. 農産物直売所に関する調査研究: 地域活性化の一方法としての農産物産売所の利用状況と
運営の実態に穏する調査研究を行った。
5“ 都市型市民活動の展開と課題: さまざまな活動対象と形態をもっ都市型市民活動について、
その展開過程と現状における問題点などの調査を行い、今後の課題について考察した。
6. 自然環境保全に関するネットワーク構築の試み: 自然環境の保全については、特定の狭い
地域に限定されたものを f点Jとすれば、複数の基礎自治体や広域に亘る「線jや「面jの
ケースがある。 9つの市区に関わる市民レベノレのネットワークとその組織化を試みた。
7. 財田法人都市農山村交流活性化機構評議員などの活動を行った。
2. 教斉活動
ロ学群
科目名
生物生産施設学 (5百分)
生物生産環境構報学 (5回分)
生物生産システム学基礎実験 (2回分)
生物生産システム学実験 (2回分)
食品工場設計包囲分)
生物生産機械・施設学実験 (5呂分)
q 環境科学研究科
科自名
生物資諒工学 (5自分)
環境科学演習
単位数 標準履修年次
2 3 
2 3 
1.5 3 
1.5 3 
1.5 3 
1.5 3・4
標準履修年次
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実施学期
2 
2 
3 
3 
3 
実施学期
3 
2・3
(環境厳戒総合演習 2・3
3. 学内委員会および学外活動
ロ その他学外活動
盟主 活動内容
財団法人都市農山村交流活性化機構
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氏名:瀧)11 異弘
職名:助教授
1. 研究活動
Q 個別報告
農業用ロボットの基礎機能として必要な車両の自律走行システムについて研究を継続した。農
業作業の完全自動化を目指して，自律作業中の資材補給，作業機の付け替えの自動化を実現する
ために、非線形制御法の応用による走行軌跡制御を研究した。本年度は、大規模農業ではけん引
式作業機が多く使用されている。けん引作業機の制御は人にとっても困難な面があり、習熟に時
間を要する。そこで、軌道制御法をけん引作業機に応用できるように拡張し，さらに後退時のフ
ィードパックによる安定化法を検討した。人の操作でも，コンピュータ制御でも，容易に重量物
のハンドリングを可能とするフロントロータゃ型のハンドリング装置の開発と制御系設計を行っ
た。タイ国でのサトウキピ生産における収穫・運搬作業計画の最適化について、調査を継続した。
新たな発想によるけん引作業機制御装置を考案し研究を進めた。また，こうした研究成果の一部
は論文，留際シンポジウムなどで発表した。
告本学術会議農業機械学研究連絡委員、農業機械学会評議員や農作業学会評議員、常任幹事，
編集委員などとして活動した。
q 論文等
学術論文
1. A.Wanrat" M.Koike"T.Takigawae" H.Hasegawa" A.Yoda 
移動土中応力と乾燥密度の応答に関するニューラノレネットワーク解析
農業機械学会誌 67(2)，77-85(2005)
2. P.Junyusen "T. Takigawa" M.Koike" H.Hasegawa" B.Bahaladhin 
Trajectory control for towed trailer by autonomous tractor Part2 
農業機械学会誌 67(2)，70・76，(2005)
3. P.Junyusen 'T. Takigawa" M.Koike" H.Hasegawao B.Bahaladhin 
Tr司ectorycontrol for towed trailer by autonomous tractor Part1 
農業機械学会誌 67(2)，61-69(2005)
思際会議論文(ブロシーディングス)
1. T. Ahamed， T.T:品cigawa，M. Koike， A. Yoda， H. Hasegawa， P. Junyusen. Q. Zhang 
Characterization 0 1ぉerrange五nderfor in field navü~:ation of autonomous tractor 。
ATOE 2004， ASAE， 120-130， Kyoto JAPAN (2004) 
2. 工T誌igawa，H. Honrna， Q. Zhang， P.Junyusen. T. Aharned， M. Koike 
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Development of hitching position control and its application 
ATOE 2004， ASAE， 166-174， Kyoto JAPAN(2004) 
3. P. Junyusen. T. T:政igawa，M. Koike H. Hasegawa， B.Bahalayodhin 
Development oftrajectory control algorithm for a trailer 
ATOE 2004， ASAE， 175ぺ83， Kyoto JAPAN (2004) 
ヨ著書
1. 瀧川具弘他監修(電子教材)
メディア教育教材 f麗芸学実習j
メディア教育開発センタ-2004 
ロ 口頭発表
1. 省資源型ロータリ耕うん爪の開発に関する基礎研究
余田 章， /J、池正之，瀧)1具弘，長谷川英夫
2. 教青活動
3 学群
科目名
計測制御工学実験(1回分)
生物生産科学実習 (4回)
熱・物質移動の科学(3回)
生物資源科学情報処理及び実習 (4回)
生物生産システム工学 (5田)
生物生産システム学(2回)
生物生産システム学実習 (3回)
生物生産機械工学 (5回)
生物システム学実験 (4回)
生物生産機械工学実習 (5日間)
q バイオシステム研究科
科目名
生物密システム制御論
Q 生命環境科学研究科
科呂名
単位数
1.5 
3.0 
2.0 
3.5 
2.0 
2.0 
4.5 
2.0 
1.5 
1.0 
単位数
2 
単位数
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標準履修年次
2 
2 
2 
2 
3 
3 
3 
3 
3 
3・4
標準履修年次
標準履修年次
実施学期
1 . 2 
2 
3一，
1"-'3 
3 
3 
集中
実施学期
2 
実施学期
|生物生産知能システム工学 1 . 2 
Q 農学研究科
2 フ
単位数 実施学期科目名
生物生産機械学演習豆
3. 学内委員会および学外活動
q 学内委員
標準履修年次
2 3 1'"'-'3 
組織名
農林工学系
農林技術センタ一
生物資源学類
委員会名
将来計画委員
センター長補佐・農場総括
将来検討委員
Q 学会活動
? ? ?
?????
??????? ?
?
委員会名もしくは役職
農業機械学研究連絡委員会 委員
評議員，出版委員会委員，編集幹事長
評議員，常任幹事，編集委員
Q その他学外活動
??
?????? ?
活動内容
農業資材審議会専門委員
農業総合センター客員研究員
4. 国際活動
Q 海外出張・研惨
現地譲査
?
?
?「??
???
用務
東i者アジアにおける
農業機械設計概念、の
特震に欝する調査
渡航先
タイ留
経費
科研
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留学生
? ? ? ?
?
出身患 研究科学年 研究課題
中富 生命環境科学研究科
Junyusen Payungsak 
Ahamed Tofael 
タイ王国 生命環境科学研究科
パングラディシュ 生命環境科学研究科
中霞 バイオシステム研究科干路路
5. その他
農林技術センターにおいて，センター長補佐，農場総括として活動した。
6. 学位論文額保
ロ捧士論文リスト
生命環境科学研究科
氏名 論文題自 主査
小池正之JYUNYUSEN Development of Guidance System of 
Payungsak an Agricultural Trailer for Approaching 
to Target Position 
張強 農業用車両による新たなハンドリング、
機能の開発研究
小池正之
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民IJ査
坂井
瀧)I1 具弘
山口智治
坂井直樹
瀧川具弘
木村俊範
氏名:田中正秀
職名:助教授
1. 研究活動
o 1愚見Ij報告
-都市再生関連研究
昨年に引き続き、リパースモーゲージを研究の軸としながら、現地調査を中心にインタビュー・文献調査
などを行った。
-新エネノレギ一関連
今年度よりスタートし、鳥取大学の林教授との共同研究を開始した。新エネノレギーの中でも風力発電に
着服し、本システムを活用した地域振興のあり方を探求する。本年度は文献調査を中心に行った。
q 論文等
報告審等
上 田中啓一，丸尾直美，三橋博巳，田中正秀，明野斉史
リパース・モーゲージ制度を活用した大都市及び地方都市の環境整備による経済効果分析
紀要(日本大学経済学部経済科学研究所)，39-96 (2005) 
q 外部資金
科学研究費
リノくース・モーゲージの私的社会保障から街づくりへの多面的活用システムの研究，
若手研究) 1，000，000 
土地・住宅スト、yクの利活用による資産デフレからの包復システムの解明(分担)， 
基盤A，600，000 
持続可能なコンパクトシティの創成と農村との循環型環境共生政策システムの解明(分担)， 
基盤A，800，000 
老朽化マンション等の建替による都市再生システムの構築の研究(分担)) 
基盤B，500，000 
地域産業政策・都市政策が都市衰退にもたらしている影響の実証分析(分担)) 
基盤B，500，000 
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共i弓研究
リパース・モーゲージ制度を活用した大都市及び地方都市の環境整儀による経済効果分析，日本大学
経済学部経済科学研究所， 100，000 
2. 学内委員会および学外活動
Q 学会活動
? ? ??
????? ?
?????? ? ? ?? ??? ?????? ??? ?
3. 留際活動
ロ 海外出張量研修
現地調査
3.2-3.7 
用務
タイの都市化の現況と
居住環境の実態調査
ノくり島における観光産
業と環境の共生の調査
渡航先期間
2.21-2.26 ノくンコク 科学研究費
デンパサーノレ 科学研究費
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氏名:張振重
職名:講師
1. 研究活動
o 偲見IJ報告
生物資源プロセス工学手法を用いた農産廃棄物バイオマスの変換技術及び有用物質の開発を
目的として以下の 6テーマを現在行っている。
1. 高効率嫌気性ノくイオリアクタ及び、水浄化技術の開発を行った。特に器1養したメタノール資
化性メタン菌を用いて、ビタミンB1 2の生産性やメタンの生成等を検討行った。温度や
栄養素などのメタン菌への影響などについて明確された。
2. メタン発酵による食品加工廃液・物の再資源化と有用物ビタミン B12の生産技術について
研究をした。
3. 古米や蚕業廃棄踊や農産物バイオマス等を生物工学手法による付加価値高い機能性養殖飼
料への変換技術を開発した。特にカピ類菌を用い、上記の廃棄物を機能性の高い抗菌、抗
ウィノレス性の機能性鎮の創出を試みた。
4. オカラや焼酎廃液などの蛋白質系廃棄物の枯草醤 (haybacillus)発酵による有用物納豆キナ
ーゼの生産技術を開発した。
5. 植物資源由来のアントシアニンの抽出・精製及びバイオアッセイによる機能性評価を行つ
た。特に大腸癌締胞を用いて、添加したアントシアニンによるアポトシス効果を検討した。
6. グ、ノレカン類や松ぼくりからのリグニン機能性素材に対し、細胞レベルから動物レベルまで
の機能評価(医学との連携)を行った。松ぼくりから抽出したジグニン類の素材は抗がん
作用を示され、今後このような低利用資源の抗菌性機能性餌への開発に繋がりとなると予
想される。
o 論文等
学術論文
1.張援蛮・楊英男・呂君・前)1孝昭
HiC02資化性メタン菌によるピタミンB1 2の精製に穏する研究
農業施設、 36(2) :与17(2005) 
2. 李柏受・新屋文経・張援亜・前)1孝:昭
低湿器1/養による微量金属塩を包括した担体の中温メタン生成菌の検討
農業施設、 35(2) : 7-は (2004)
3. Zhenva Zhan丸τaishengQuan， Yansheng Zhang， Pomin Li， Norio Sugiura， Takaaki Maekawa 
Study on Methane Fermentation and Production ofVitamin B12合omA1cohol Waste Slurry 
Applied Biochem括的Iand Biotechnology， vol.l13-116: 1む33-1039(2004) 
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4. Yingnan Yang， Z.hεnya Zhang (corresponding author}， Jun Lu， Takaaki Maekawa 
Continuous Methane Fermentation and the Production ofVitamin Bl2 in a Fixed-bed Reactor Packed 
with Loofah 
Bioresource technology， 92: 285-290 (2004) 
口頭発表
1. 斉s 春青・張援亜・ JIWU • Phet Lwin .武田徹・上条翠雄・杉浦員IJ夫・前)1孝:陪
鹿角霊芝水溶性 8ー グノレカンの抗痘作用
自本食品工学会第5回(2004年)年次大会講演要旨集:PC2 (2004) 
2. 張 振亜・芳s春青・ JIWU • Phet Lwin .武田徹・上条主孝雄・杉浦員IJ夫・前)1孝昭
カパノアナタケから精製した SOD様物質の機能性評価
日本食品工学会第 5回(2004年〉年次大会講演要旨集:PC 3 (2004) 
3. 関本愛・張援亜・ JIWU • Phet Lwin .武田徹・杉浦良IJ夫
松かさ成分の機能性評錨
日本食品工学会第 5図(2004年〉年次大会講演要旨集:PC 4 (2004) 
4 吉岡正浩・張 振亜・ JIWU • Phet LwIn・武田徹也前)I1孝昭
中富産ブノレーペリーの癌細胞増殖抑制効果作用の評価
日本食品工学会第 5@J(2004年〉年次大会講演要旨集:PC 5 (2004) 
ロ外部資金
学内プロジェクト
蛋白系廃棄物資源を基質とした薬用キノコ菌体発酵により高機能性飼料の創出
700.000 
受託研究費
湖沼の富栄養化防止・修復のための持続可能な生態環境保全技術の確立(分担)
独立行政法人 科学技術振興機構、 2004年度 18，000，000(分担分 1/10) 
2. 教育活動
q 学群
科目名
食糧システム学実験(3四分)
食品工学実験 (3回分)
単位数
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1.5 
1.5 
標準履修年次
2 
2 
実施学期
ロ 環境科学研究科
科自名 単位数 標準履修年次 実施学期
土壌環境科学実習 1，2 集中
環境科学演習 1，2 集中
廃棄物処理技術論(分担 1/2) 2 1，2 集中
環境科学 I (1回分) 2 
q 生命環境科学研究科
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
食品プロセス工学演習 l 3 1-3 不定期
食品プロセス工学演習 I 3 }-3 不定期
食品プロセス工学演習 II 3 ト3 不定期
食品プロセス工学演習 IV 3 ト3 不定期
食品プロセス工学演習 V 3 ト3 不定期
3. 学内委員会および学外活動
Q 学内委員
組織名
学系
筑波大学留学生連絡協議会
筑波大学留学生後援会
? 「 ????
?????? ? ?? ????
q 学会活動
学会名
目本農業施設学会
委員会名もしくは役職
編集委員、幹事
4. 国際活動
Q 海外出張・研修
国際会議・国際研究集会への参加
期間 用務
拠点大学交流プロジェクト
(水源地環境修護及び氷水
質改善技荷の応用)
渡航先
中国
経費
7.16-7.23 JSPS 
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11.25-12.02 拠点大学交流プロジェクト 中i童 JSPS 
(水源地環境修復及び氷水
質改善技術の応用)
共間研究
期間 用務 渡航先 経費
3.18-3.23 秦皇島水源地地域の澱粉廃 中国 独立行政法人科学
水処理:北京大学、中国水利 技術振興機構
部との共同研究
留学生
氏名 出身国 研究科学年 研究課題
関笛 中国 環境科学研究科研究生 蛋白系廃棄物資源化
胡宏海 中国 環境科学研究科院生2 植物性機能性物質 SODの精製
李季 中国 環境科学研究科研究生 ゴミ資源化データベース構築
棟宝戦 中国 環境科学研究科研究生 廃材からリグニンの[e]収利用
89 
氏名:富田文一郎
職名:教授
1. 研究活動
q 個別報告
(1)バイオマスの液化とその応用
バイオマスや木質系廃材の有効利用の観点から、これらの資源を液化して樹脂に誘導する研究を継
続して行っている。木材や植物系廃棄物をエチレングリコールやグリセリン等のポリオール系溶剤を用
いて硫酸触媒下で液化することに成功しているが、 E-カプロラクトンとグリセリンの混合溶媒系の液化
について新しい知見を得た。得られた各種液化物をから、水溶性の各種多官能性エポキシ化合物や油
性エポキシ化合物と反応させることにより新規樹脂を開発したOこれらの樹脂を水質浄化用の菌固定担
体としての適用性を検討した。また、液化物中の木材やバイオマスの含有量を50%まで高めることに成
功した。 液化の前段階で、オゾン処理を施すことにより、液化率を向上できることも確認した。さらに、液
化現象を応用した木材接着について検討を行った。
(2)木質材料からのホノレムアノレデ、ヒド放散の低減
ユリア樹脂接着剤やメラミン・ユリア共縮合樹脂接着を用いて製造した合板やノミーティクノレボード等の
木質材料から放散するホノレムアノレデヒドは、シックハウス症候群等の原因物質とされ、室内住環境面か
ら改善が求められている。このホノレムアノレデヒド放散の低減方法について従来より研究しているが、ホノレ
ムアノレデ、ヒド捕捉斉IJは工業的には通常接着剤に混合して用いられるが、木材への前処理すなわち含浸
処理、ならびに接着後の木質材料への後処理に効果があることを、合板とパーティクノレボードへの応用
研究により確認した。
(3)木材ーセメント複合材料(木質系セメントボード)に演する研究
木材ーセメント複合材料は、通常のセメンとボードに比べて軽量かつフレキシブルであるため開発が
進められている。しかし、この複合材料を製造する擦に、木材がセメントの硬化を限害することがある。こ
のような観点から中宙産の約30種の樹種について水和熱を測定して硬化状況を把握し、硬化担害の
程度に応じて5種のタイプに分類すると向特に硬化担害を改善する化学物質を開発してきた。木材を水
蒸気爆裂して得られる繊維状エレメントを、フレキシフツレなボード製造の原料として利用することを検討
しているが、この際に硬化阻害を起こすことが判明し、その原因を化学分析や電子顕微鏡により解明し
た。
q 論文等
学街論文
1. Yi Min Wei， Tomoyuki Fujii， Yasushi Hiramatsu， Atsushi Miyatake， Shuichiro Yoshinaga， Tsuyoshi 
Fujii， Bunichiro Tomita 
A preliminary investigation on micros仕ucturalcharacteristics of interfacial zone between cement 
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and exploded wood fiber s仕組dby using SEM-EDS 
J.Wood Science， Vo1.50， No.4， pp.327ω336 (2004) 
2. Masamiko Kobayashi，Toshiyuki Asano， Mikio Kajiyama， Bunichiro Tomita 
Analysis on residue formation during wood li守口efactionwith polyhydric aIcohoL 
1. Wood Science， Vo1.50， No.5， pp407-414 (2む04)
口頭発表
1. 八木雅史、梶山幹夫、富田文一部
ジグノアェノーノレの横路化に関する研究
第 54自民本木材学会大会研究発表要旨集(札幌)pp. 279 (2004) 
2. 木薮雅之、小林正之、梶山幹夫、富田文一郎
Eーカプロラクトンを用いた木材液化に関する研究
第 54田昌本木材学会大会研究発表要量集(札幌)pp. 280 (2004) 
3. 八木雅史、梶山幹夫、富田文一部
ジグノフェノーノレ/エポキシ樹脂の合成と物性
第 4吉田リグ、ニン討議会講演集(つくば)pp. 147 -150 (2004) 
4. 砂原寛、中)1明子、富田文一郎、黒田鍵一
木材の光劣化(立)光照射によるスギ材表面のリグ、ニン構造変化
第 49回リグ、ニン討論会講演集(つくば)pp. 89 -92 (2004) 
5. 蓮見実理恵、中)1明子、富田文一郎、黒田健一
脱水素重合時におけるシンナミノレアノレコール類と 4-クノレノレアニリンとの反応
第羽田リグニン討論会講演集(つくば)pp.139-142(2004) 
o 外部資金
科学研究費
1. 液化木材と木材成分を応用した菌固定担体の開発(代表)
基盤研究 (B) (2) 11， 300， 000 
2. 木材の科学と利用技術に関する国際シンポジウム開催に向けた国際連権基盤調査(分担)
基盤研究 (C) (1) 3，400， 000 
2. 教育活動
ロ学群
科自名
???
標準履修年次
3 
実施学期
2 生物材料工学
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生物材料加工学 2.0 3，4 
生物機能利用学(分担:1/10) 2.0 3 
生物材料学実験(分担:1110) 1.5 3 3 
総合科目(分担 :2/30) 3.0 3 
Q 環境科学研究科
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
生物資源工学(分担 :1/2) 2 3 
環境科学演習
q 生命環境科学研究科
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
生物材料工学 2.0 
生物材料工学演習 I---V 各 3.0 1---5 通年
生物材料工学特別研究上 E 各 6.0 上2 通年
生物機能利用学特講(l回分) 2.0 
3. 学内委員会および学外活動
3 学内委員
? ???
委員会名
TA孔生運営委員
研究基盤総合センタ一分析部門運営委員
人事選考委員会
人事等検討委員会等
農林工学系
環境科学研究科
Q 学会活動
学会名
目本木材学会
(社)日本木材加工技術協会
森林・木質資源利用先端技術推進協議会
委員会名もしくは役職
理事、学会活性化特別委員長等
理事
理事等
3 その地学外活動
組織名
目本学術会議
(独)森林総合研究所
活動内容
第 6部会員、木材学研究連絡委員長
農林水産バイオリサイクノレ研究評価委員
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6. 学位論文関係
q 修士論文リスト
生命環境科学研究科
氏名 論文題富
安部俊介 液化現象を応用した木材の接着
主査 高IJ査
国文一郎 梶山幹夫、感府貯悦男
毛利信吉
リ夕、、ノブェノー ノレの樹脂化に穏する 富田文一郎 梶山幹夫、 醤府田悦男
研究
メラミンー ホノレムアノレデヒド樹脂粒子 富田文一郎 前J¥ I孝昭、 梶山幹夫
分散液のホノレムアノレデ、ヒドの低減化
有機塩素化合物とリグニン前駆体との富田文一郎 前)1孝昭、梶山幹夫
反応に関する研究
八木雅史
蓮見実環恵
ロ 生物資源学類
氏名
高播史杭
論文題呂
赤松・スギ混合廃材の有効利用
に認する研究
指導教官
田文一郎
? ? ????????
?
?
? ?
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氏名:中1明子
職名:助手
1. 研究活動
o 1臨別報告
ケナフの有効利用を目的に化学成分の検討を行った。また分析的熱分解法によりリグニン化学
構造について研究を行い、その知見をもとに木材の光劣化における変化について検討した。
Q 論文等
学術論文
1. Tennochemolytic Behavior of 十戸 Lignin Structures in the Presence of Tetramethylammonium 
Hydroxide (TMAH) 
A. Nakagawa-izumi， K. Kuroda， T.Ozawa 
Organic Geochemistry， 35(6) 763-774 (2004). 
2. Evaluation of harvesting time e百ectson kenafbast lignin by pyrolysis-gas chromatography 
B. B. Mazurnder， A. Nakgawa-izumi， K. Kuroda， Y.Ohtani， K. Sameshimaa 
lndustrial Crops and Products， 21 (1) 17-24 (2005). 
口頭発表
1. 砂原寛，中)l'明子，富田文一郎，黒田健一
木材の光劣化(II)一光照射によるスギ材表面のリグ、ニン構造変化-
第 49回リグニン討論会講演集， 89-92 (2004) 
2. 蓮見実理恵、，中JI明子，富田文一郎，黒田健一
j説水素重合時におけるシンナミノレアルコール類と ιクロロアニリン類との反応(I ) 
第 55回呂本木材学会大会研究発表要旨集 (2005)
2. 教育活動
Q 学群
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
生物材料学実験(捕助・ 7@]分) 1.5 
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氏名:茜忠顕部
職名: 講師
1. 研究活動
o 1菌完Ij報告
生態工学的な研究調査への衛星リモートセンシングの応用について、研究を行った。とりわ
け、環境省地球環境研究総合推進費によるプEジェクト r21世紀の炭素管理に向けたアジア陸
域生態系の統合的炭素収支解析に関する研究jに参加し、陸域生態系炭素収支研究に関する衛星
リモートセンシング手法の検証と関発に従事した。
口論文等
1. 市井和仁・西田頭郎(分担)
f資源・環境リモートセンシング実用シリーズ第 5巻地球観測データの利用(2)J
財団法人資源・環境観測解析センタ-， 1-17， (2005) 
報告審等
1. 西国顕郎
オープンソースと水文学
水文・水資源学会誌， 17(6)， p.78， 2005 
口頭発表
1. J 1戸渉・土田稔・西田顕郎
短波長赤外反射を用いた草地植生のブェノロジー観測
日本リモートセンシング学会平成 16年度春季学術講演会，千葉，2004年 5ftl 20 B 
2. 西田顕郎・川戸渉・土田聡・三枝信子・岩男弘毅・村岡裕由
衛星観測による落葉樹林の季節変化の推定
日本写真測量学会平成 16年度春季大会， 2004年 6月 17日，東京
3. 岩男弘毅、 VenkateshRaghavan、西田顕郎、土田聡、三枝信子、近藤裕昭、山本晋
Intemet GIS for ASIA Flux Database 
FOSS/GRASS Users Conference， Bangkok， 2004.9 
4. Nishida， K.， Tsuchida， S.， Oguma， H.， and Kawato， W. 
Combination of ecophysiological remote sensing and an ecosystem伊 radiativetransfer model and its 
validation with a ground observation system. 
The 6th Intemational Symposium on Plant Response to Air Pollution and Global Changes (APGC)， 
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Oct. 19-22， Tsukuba. 
5. Nishida， K. 
Continuous ground observation for linking remote sensing and ecosystem observation at the 
Takayama Flux Site. 
APGC-Post Flux MeetingラOct.23， Tsukuba. (招待講演)
6. 西田顕郊
高山サイトにおける衛星リモートセンシング観測と検証.
岐阜大学21世紀 COEプログラム「衛星生態学創生拠点jセミナー.11月 15日，岐阜大学.(招
待講演)
7. 武田洋紀・西国顕郎
地上観測による分光データと炭素収支モデノレを用いた純一次生産量推定.
日本リモートセンシング学会平成 16年度秋季学術講演会 日立 2004年 12月 1日.
8. ) 1戸渉・土田聡・沼田顕郎
短波長赤外反射を用いた植物群落の水分状態の推定.
日本リモートセンシング学会平成 16年度秋季学術講演会 目立 2004年 12月213. 
9. 三島和恵・西閉鎖郎
大規模森林火災;域の抽出と発生の危険度予測.
日本リモートセンシング学会平成 16年度秋季学術講演会，日立，2004年 12月2日.
10. 土田聡・小熊宏之・西国顕郎・)1戸渉・石原光明・松永恒雄
MODIS海洋域バンドを利用したキサントブイノレサイクノレの指標化.
日本リモートセンシング学会平成 16年度秋季学術講演会，日立， 2004年 12月 113. 
11.土田聡・西国顕郎・岩男弘毅・)1戸渉・小熊宏之・岩崎晃
リモートセンシングデータ地上検証研究のための PhenologicalEyes Network (PEN). 
自本リモートセンシング学会平成 16年度秋季学術講演会，自立， 2004年 12月 113. 
12. 石原光良IJ.松永恒雄・土問 聡・西田顕郎・田村正行
地上観測データを用いた MODIS陸域及び海域ノくンドによる PRlの妥当性の検討
日本リモートセンシング学会平成 16年度秋季学術講演会，自立， 2004年 12月 113. 
13. 西国顕部
多波長分光指標による草地植生モニタリング手法.
陸域環境セミナー「植生域の環境変動モニタリング、J，12月 10自，筑波大学陸域環境研究
センター(招待講演).
14. 西田顕郎
森林の衛星観測の地上検証一岐阜県高山サイトでの実例….
第 52回日本生態学会大阪大会，自由集会 MAFESr衛星生態学の自指すものい 2005年 3
月 27日大阪国際会議場(招待講演).
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一般講演等
1. 西田顕郎
オープンソース GISと教育
「公開討論 e-Ieamingによる教青を考えるJ日本写真測量学会平成 16年度春季大会， 2004 
年 6月 18日，東京
口外部資金
学内プ口ジェクト
陸域植生による温室効果ガス収支のそニタリングのための、 i法域生態・倍葉放射伝達・樹冠放
射イ云達結合モデ、ノレの構築J，平成 16年度，奨励研究， 500，000円
受託研究費
1. 受託研究費地上データによるリモートセンシング手法の検証と改良(陸域生態系の炭
素収支観測データベース構築と総合的解析に関する研究)J ， 産業技術総合研究所，平成
16年度， 6，003，000 p:j 
共同研究
1.砂防学会共同研究(富士川流域)J，社団法人砂防学会， 207，200円
2. 土石流危険度判定業務J，国土交通省富士川砂防工事事務所， 600，000円
2. 教育活動
口学群
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
土質工学 (10田中 3回) 2 3，4 
森林水文学(10田中 5閉) 2 3，4 2 
リモートセンシング論 2 3，4 2 
基礎数学演習 2 
流域保全学実験(10田中 4回) 1.5 3 3 
q 環境科学研究科
科言名 単位数 標準履修年次 実施学期
環境科学 II(l0田中 l回) 2 
GIS概論 2 3 
緑地保全論 2 3 
」…
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3. 学内委員会および学外活動
Q 学内委員
生物資源学類
生物資源学類
組織名
生命環境科学研究科
o 学会活動
学会名
委員会名
汀委員〈委員長)
広報委員
入試実施委員
委員会名もしくは役職
水文・水資源学会 「若手のページj編集担当
4 国際活動
留学生
氏名 出身患 研究科学年 研究課題
高在均 韓国 生物資源学類4年 衛星リモートセンシングによる火山災害観測
(日韓共向理工系学部留学生プログラム第一期生)
5.学位論文関係
Q 修士論文リスト
環境科学研究科
氏名 論文題自 主査 副査
武田洋紀 地上観測による分光データを用いた 宮本邦明 西田顕郎・松下文経・吉野邦彦
陸上横生の炭素収支の推定
二島和恵 大規模森林火災域の抽出と危険度予測 宮本邦明 西国顕郎・松下文経・吉野邦彦
那須野俊 砂防河川の景観解析手法に関する研究 宮本邦明 西国顕郎・横張真・鈴木雅和
q 学士論文リスト
生物資源学類
氏名 論文題自
三上寛了 デ、ジタノレカメラを用いた森林の LAI
推定に関する研究
指導責任教官
宮本邦明
高在均 衛星リモートセンシングを用いた 宮本邦明
三宅島のsoっ放出量観測に関する研究
98 
指導担当教官
西田顕郎
西部顕郎
氏名:長谷川英夫
職名:助手
1. 研究活動
o 錨別報告
1. 環境対応特性に護れた次世代農業機械として，電動小形耕うん機及び議宣言jオフ・ロード車両を取
り上げ，軽量化を目的とした構造強度シミュレーションを行った。
2. 自律走行車両の作業拠点となる作業ステーションを想定して，その検出方法に係る考察を行っ
た。
o 議文等
富際会議論文(ブロシーヂイングス〉
1. T. Ahame止す'.Takigawa， M. Koike， A. Yoda， H. Hasega宅問， P. Junyusen. Q. Zhang 
Characterization 0 laser range finder for in field navigation of autonomous tractor 
ATOE 2004， ASAE， 120-130， 2004 
2. P. Junyusen. T. Takigawa， M. Koike H. Haseg創刊， B. Bahalayodhin 
Development oftrajectory control algorithm for a trailer 
ATOE 2004， ASAE， 175-183，2004 
口頭発表
1. 長谷川英夫
東南アジアにおける農業教育の役割と毘際貢献の在り方一筑波アジア農業教育セミナー25
年のあゆみ一
日本熱帯農業学会第 95回講演会シンポジワム資料 48(5)，304-307，2004
2. 余田章・小池正之・瀧)1具弘・長谷川英夫
省資源壁ロータリ耕うん爪の開発に関する基礎的研究
第 63回農業機械学会年次大会講演要旨集 15舗16，2004
一般講演等
1 .長谷川英夫
農業機械の過去・現在・未来ーエネノレギ一利用の変遷一
農業機械学会関東支部「若手の会j出前講義，
2005年 3月 2自 F付属坂戸高等学校
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2. 教育活動
口学群
科医名 単位数 標準履修年次 実施学期
計測・制御工学実験(1回分) 1.5 2 
生物資源生産科学実習(5回分) 2 2 lヱ
生物生産システム学実習(3回分) 2 3 1，2，3 
生物生産システム学基礎実験(3回分) 1.5 ，コ、 2 
生物生産機械・施設学実験(5回分) 1.5 3，4 3 
生物生産材料学及び実習(10四分) 2 3，4 3 
生物生産機械工学実習(5日間) 3，4 集中
フィーノレドに学ぶ食と緑(4回分) 1，2，3，4 1，2 
3. 学内委員会および学外活動
口学内委員
組織名
農林工学系
農林工学系
委員会名
生農4学系マノレチメデ、イア委員会委員
農林3学系LAN委員会実務管理者
Q 学会活動
? ? ?
?????????
??????? ?
委員会名もしくは役職
論文誌担当小委員会 幹事
関東支部「若手の会j幹事
用詩集作成委員会委員 幹事
4. その他
1. 農林技術センター教育研究推進部国際交流斑主任教員として，平成 16年度筑波アジア農業教
育セミナーTASAEr生存・生産活動と連動した水資源の量的確保に関わる現状把握、効率的
利用を図るための技術動向および農林業教育が果たすべき役割jの実施運営を行った。
2. 農林技術センターにおける主任内部監査員としてお014001活動に従事した。
5. 学位論文額保
?? ??????? 』 ??
? ?
?
? ? 論文題目 指導実在教宮 指導担当教官
長谷川英夫電気耕うん機の外殻フレームに係る /J、池正之
線形静的構造解析
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氏名:氷銭湯岳部
職名:教授
1. 研究活動
ロ {菌別報告
1. 環境共生型都市再生の研究
昨年に引き続き、都市再生プロジェクトの取り組み事例について、上海、南京、無銭、ダッカ、ラジャヒを現地
調査し、インタビュー、文献読査などを行った。また、都市再生政策の評価手法について、日英比較検討、米
霞パージニアの評価モデノレの検討などを行った。さらに、基礎的研究として、社会的経済効果論に基づく政
策効果分析シミュレーションモデノレの開発、エクイティリスクプレミアム分析の研究を行った。
2. 分散型経済モデノレの開発
昨年に引き続き、 JAVA、HORBなどのネットワーク型プログラム実行システムを活用した分散型環境経、済モ
デ、ノレシミュレーションフレームに基づ、き、地域間勤学的交通ネットワークモテソレ、日本海流域総合管理政策評
価モデ、ノレなどのシミュレー ション実験を行った。
3. 国際金融・経済ブ、ロック構築のための基礎的研究
南アジアにおける貧密と環境照題を解決するための社会経済インフラの再構築を念頭において、南アジア
各国の経済、金融構造の特徴、各国相互関の貿易構造、所得分布と貧困管理などについて基礎的な研究を
行った。
4. 環境リスク管理に関する研究
シリア、ダマスカス市のバラダ)1流域水質汚濁物質総合管理モデノレを構築し、下水道処理水の濯蹴利用に
よるダマスカス市民の健康リスク暴露についてシミュレーション予測し、 WTO基準などを基に総合評価を行っ
た。
5. 廃棄物収集システムのIT化
茨城県西部地区をフィーノレドとしてケーススタデ、イを実施するための廃棄物処理実態、環境負荷実態、社会
経済指標などの基礎的なデータの収集を行った。また、そのための、データ管理システムについて基礎的な
研究を行った。
6. 廃棄物のエネルギー利用に関する基礎的研究
廃棄物のエネルギ一利用による、非化石系エネルギーへの代替の可能性、地球温媛化効果ガス削減効果、
有望な代替エネノレギ一技術の評価などを行った。
7. 霞ヶ浦流域におけるバイオマス資源の栴生量の推定
流域におけるバイオマス資源の総量を推計し、流域におけるバイオマス関連の物質収支を明らかにするた
めのフレームの構築を行った。
? ?? ??
??
Q 論文等
学術論文
1. 楼井一宏・森関理紀・氷飽揚毘郎
ResidentsラEstimatefor Water Quality Improvement of Lake Kasumigaura 
環境共生)9， 80-86ο004) 
2. 1¥在D.A他国Uzzaman and Yoshiro Higano 
Financial Reforms and Deposit BehavIor in Bang1adesh， India and Pakistan: A Vector AutかRegression
Analysis 
官leJournal ofEconome位icSぬdyofNortheastAsia(JESNA)， 5(1)， 7ト105(2004) 
3. 李斌・氷鈍揚四郎
発展途上国である中国における地球温緩化対応策ーグ、リーン・エネルギー産業発展の視点から一
地域学研究3的)， 117町138ο004)
4. 楼井一宏・水野谷陣IJ.小林慎太郎・氷銘揚四郎
住民評価を反映させた霞ヶ浦の水質改善政策
地域学研究34(1)，219-245(2∞4) 
5. Qm'geng Wang， Zhiwei Han， Yoshiro Higano 
An inventory of ni出coxide emissions from soils in China 
Environmental Pollution， 135， 83-90 (2005). 
6. Rimah Me1hem and Yoshiro Higano 
Dynamic Modeling Approarch to RIsk Assessment for the Measuring Impact of Heavy Metal Pollution on 
Popu1ation in出eBaradaB出血，待問
地域学研究，34(3)，ト15(2004) 
7. 李斌・氷飽揚四郎
中国における新エネルギー技術導入と環境共生税制
環境共生， 10， .16-25 (2005) 
著繋
1. 氷鎧場西部(分担)
資源諮潔モデリング農業情報学会2前新農業情報工学Jl21世紀のノ〈ー スペクティブ、
282-283(2∞4.8) 
2. 氷鈍議題農民分担)
中心市梅悲衰退とその再生策 F都市環境整議論jJ9章
F悶メディア(株)ソウル〉韓呂、 146岨151(2∞4.10.6) 
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総説 a解説
1. 氷銭湯西部
持続的人間社会建設の鍵を護るバイオマス利用
財包法人地球環境財EtlWEa増設anj]，8-9 (2004，4) 
2. 氷鐙揚西郊
バイオマス資源循環型社会実現の課題とフ。ロセス
財団法人地球環境財田WEartl註anj]，8-9 (2004，S) 
報告審等
1. Md.Akhter UZ-ZANAN .氷飽揚由郎
為替管理とその貿易奴支に及ぼす影響ソくングラデシュ経済のク守口一ノくノレイヒとB本の役筈1]
平成 14-16年度科学研究費補助金(特別研究員奨励費以外国人特別研究員)研究成果報告書， 1-196 
(2∞4) 
2. 氷飽揚西部・全国農業協同組自主合会飼料畜産中央研免安値水野谷i寄せ・朴普華
クリーンエネノレギー化システムの普及方策の機発
霞ヶ浦バイオマスリサイクル開発事業成果集(財)茨城県科学技術振興財団都市エリア産学官連携促
進事業，238-326(2005) 
3. 氷銘揚四郎・渋j宰博幸
ITを活用した分散型世界経済モデ、ノレの開発
平成 14-16年度科学研究費補助金(萌芽研究)研究成果報告書， 1-70ο005)
4. 氷金包揚四郎・田中啓一・田中正秀・渋津博幸
持続可能な都市再生政策評価システムに関する研究"“環境共生型都市再生政策に関する海外事例研
究
平成 15-18年度科学研究費補助金(基盤研究(A)(1) (基盤研究(A)(海外学術調査))研究成果中間報
告書，1-293(2005) 
口頭発表
1. Bin Li and Y. Higano 
An Environmental Socioeconomic Framework Model for Adapting Clirnate Change in China 
WorId Conference South A企icaMee白19sofRSA1， Port El包abeth，48ο004) 
2. T. MizunoyaヲK.S品ωrai，S. Kobayぉhi，Y. Higano 
A Study on a Policy to Reduce Emissions of Air Pollutants and Water Pollutants in出eLalくeK出回rugaぽ3
Basin 
34出AnnualConference ofRSA1 British and lrish Section， University College Cork， Irelandヲ18-20ο004)
3. K.S話ωrai，T. M江田lOya，S. Kobayashi， Y.Higano 
A Sirnulation Modeling of the Environmental Policy to Reduce the Water Pollutants in the Sea of Japan 
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34th Annual Conference ofRSA1 British and Irish Section， University College Cork， Irelandヲ18-20ο004)
4. 小林慎太郎、楼井一宏、氷飽揚四郎
鐙ヶ浦流域で、の総合的ノくイオマス利用政策の検討
日本地域学会第41回ο004年)年次大会学術発表論文集，1-6(2004) 
5. 李斌、氷銘揚四郎
シミュレーションによる炭素税導入効果:中国における新エネルギーを考慮したケース
日本地域学会第41回ο∞4年)年次大会学術発表論文集，7-12(2004)
6. 内田晋、氷飽揚西部
廃棄物のエネルギ一利用に関するモデ、ルシミュレーション
日本地域学会第41沼(2004年)年次大会学術発表論文集年，13-18(2∞4)
7. Q. Wang， Y.Higano 
Current Situations and a Way out ofWatβr Pol1ution in the Drainage Area ofthe Tai Lake inChina 
日本地域学会第41回(2004年)年次大会学術発表論文集年，31-36ο004)
8. 金子浩岳、氷飽揚四郎
利根川流域における水資源管理政策の評{面
日本地域学会第41回(2004年)年次大会学術発表論文集年，43-48(2004)
9. 水野谷毅、朴蕃輩、氷飽揚四郎
バイオマス発電プラント導入による地域環境及び社会経済活動への影響分析
日本地域学会第羽田(2004年)年次大会学術発表論文集年，257-262(2004)
10. 田口清員Ij、氷室包揚四郎
温室効果ガス削減利根川流域における水資源管理政策の評価
日本地域学会第羽田(2004年)年次大会学術発表論文集，269幽274ο004)
11. チェッタプットワラポン、氷飽揚四郎
バンコク市における廃棄物処理システムの評価
日本地域学会第41自(2004年)年次大会学術発表論文集年，297-302(2∞4)
12. 高橋篤史、氷飽揚四郎
中沼雲南省撰(デン)池における水質改善と水資源量確保のための流域管理政策
日本地域学会第41回(2004年)年次大会学術発表論文集年，485-489(2004) 
13. 金真朱、氷銭湯四郎
韓国の八堂湖における水嚢汚濁物質削減のための環境政策
B本地域学会第41@](2∞4年)年次大会学術発表論文集，49ι501ο004)
14. 杉山薄幸、氷飽揚四郎
環境マネジメントシステムにおける環境影響評髄手法について
日本地域学会第41問。∞4年)年次大会学術発表論文集年，520-524(2∞4)
15. M.Akh回れIZZaITI滋1，Y. Higano 
Regional Econornic Block in South East Asia: An Open Economy CGE Model for Bangladesh and Sri La品也
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日本地域学会第41回(2∞4年〉年次大会学術発表論文集年，639-644(2004)
16. 小林慎太郎、氷鎧揚西部
霞ヶ浦の水質汚濁とバイオマス利用による環境改善
日本計密行政学会第27回全盟大会研究報告要旨集年ヲト13(2∞4)
17. 李斌、氷銭揚西部
グ、ローノザゼーション下の中国における持続的な発展に向けての人為炭素排出管理、ンステムと環境ノミ
ートナーシップ
日本計画行政学会第27回全盟大会研究報告要旨集1-20(2004)
18. S. Uchida， Y. Higano 
A SLmulation Analysis for出eEffect ofUsing Wastesぉ anA1ternative Energy on Reducing GHG Emissions 
The 8th PRSCO Summer Institute， Chili，ト16(2∞4)
19. 水野谷間、朴善華、氷金義援殴郎
畜産ノくイオマスエネルギ一発電システムの導入を考躍した最適環:克改善政策に関する研究
日本計画行政学会第27呂全密大会、 1-12(2004) 
20. S. Uchi必ヲY.Higano
ASimula話onAnalysis for the E能ctofUsing Wぉ詑sas an Alternative Energy on Reducing GHG Emissions 
官le8th PRSCO Summer Institute， C記Je，1-6(2∞4) 
21. 金真朱、氷飽揚四郎
韓国の八堂湖の汚濁物質削減のための環境政策-水利用負担金の配分を中心に一
日本環境共生学会20ω年度学術大会発表論文集、39-44ο004)
22. 今津イ錦子、氷飽揚四郊
温暖化対策税による代替エネルギ一導入促進政策の検討のための経済モデ、ノレの構築
日本環境共生学会2004年度学術大会発表論文集、63-66(2004)
23. Y. Higano， T.Mizunoya， K. Sakurai， S.Kobayashi 
A Simulation Analysis for Op住nalEnvironmetal Policy: An Example of the Lake kasumigaura Basin 
百le50白Ann凶1North American Meetings ofRSAl (2004) 
一般講演等
1. バイオマス変換施設の霞ヶ浦水質浄化に与えるインパクト，バイオマス資源開発利用研究会(第 3白)主
催筑波大学農林工学系協催筑波ノくイオ・エコシステム協同組合(財)茨城県科学技術振興財団
(2004/6/11) 
2. A Simulation Analysis for Optimal Environmental Policy: An Example of the Lake Kasumigaura Basin"， 
Vienna U凶versityofEconomics and Business Adminis回 tionFaculty Seminar (2004/6113) 
3. A Simulation Analysis for Optimal Environmental Policy: An Example of出eLake K出国niga町三B出m'L
Vienna U出versityofEconomics and Business AdJ泊nis回tionFaculty Seminar (2004112n) 
4. バイオマスの利用と循環型社会形成，バイオマス資源開発利用研究会(第 4回)主催筑波大学農林工
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学系協催筑波ノくイオ・エコシステム協同組合、(財)茨城県科学技術振興財団(2004/1/28)
5. Biomぉsutilization for establis凶19a recycJing-based society， (循環型社会の構築のためのバイオマス利
用)南京大学(2004/3/15)
6. “バイオマス利用と循環型社会形成円中国北京水環境研究所(2005/3/21) 
Q 受賞
第13回日本地域学会資著作賞、 21世紀の地球と人間の安全保F暫制度と社会の安全保障』日本大学総長
指定の総合研究，2003，4ヲpp.247ω255.
Q 外部資金
科学研究費
1. ITを活用した分散型世界経済モデルの開発，
萌穿研究、 1，200，000
2. 為替管理とその貿易収支に及ぼす影響:パング、ラデ、シュ経済のグ口一ノくノレ化と日本の役割
特別研究費奨励費，400，000
3. 持続可能な都市再生政策評価システムに関する研究
基盤研究(A)，14，950，000 
4. 環境共生型都市再生に関する海外事例研究
基盤研究(A)7，670，000
5. 先端的情報技術を活用した都市経済政策シミュレーションシステムの開発(分担)
基盤研究(B)，350，000
6. 土地・住宅ストックの手Ij活用による資産デ、フレからの回復システムの解明(分担)
基盤研究(A)，550，000 
7. アジアにおける共通市場の形成にともなう地域開リスク管理のための総合経済政策(分担)
基盤研究(C)，500，000
8. 持続可能なコンパクトシティの創成と農村との循環型環境共生政策システムの解明(分担)
基盤研究(A)， 350，000 
受託研究費
1. 生ご、み・家畜ふん尿ノミイオマスリサイクノレシステムの開発(f都市エリア産学官連携促進事業j霞ヶ浦南
岸振興都市エリア)rクリーンエネノレギー化システムの普及方策の開発j)(財〉茨城県科学技術振興財団，
3.028.000 
共間研究
バイオマスの循環示j尽におけるシステム形成)(株)安毘 300，000
廃棄物収配ITシステム化とその総合的評{誌に関する研究)(株)安田，500，∞。
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2. 教育活動
o 学群
科目名 単{立数 標準臆蔭年次 実施学期
実用解析盗 つ 3 
生物資源科学情報処理及び実習(6@]分) 2 フ 3 
地域環境管理学演習(3自) つ 3 1，夏季集中
農村環境計画学(l四分〉 2 3 2 
ヨ環境科学研究科
科目名
環境モデリング概論(ヲ密分〉
環境経済学原論
ロ 生舎環境科学務究科
????
実施学期単位数 標準履諺年次
i弓
科呂名 単位数 標準履修了次 実施学期
生産基盤システム学特論 2 1-2 つ
生産基盤システム工学演習 I 3 集中
生産基盤システム工学演習理 3 3 集中
生産基盤システム工学演習立 3 2 集中
生産基盤システム工学演習盗 3 3 集中
生産基盤システム工学演習IV 3 4 集中
生産基盤システム工学特別研究 I 6 集中
生産基盤システム工学特別研究E 6 2 集中
L一
3. 学内委員会および学外活動
Q 学内委員
系出哉名
農林工学系
環境科学研究科
委員会名
人事選考委員会委員
論文審査委員会委員・人事等検討委員会委員・領域
世話人
農学研究科
生命環境科学研究科 研究指導担当教員会議・論文関連委員会
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Q 学学会活動
学会名
目本地域学会
日本土械学会
自本地域学会
日本地域学会
自本地域学会
日本地域学会
B本地域学会
日本地域学会
日本地域学会
国際地域学会
日本計画行政学会
(社)環境科学会
日本環境共生学会
B本環境共生学会
日本社会情報学会
(社)¥3本不動産学会
資産評価政策学会
Jowna1 ofRegiona1 Science 
(Blackwell Publishers) 
Papers in Regional Science (Springer-Verlag) 
Network and Spatial刊 eiry(Kluwer Pub. Co.) 
TheAus仕alasianJournal of Regional Studies 
(ANZRSAI) 
B本学術会議
日本学術会議
q その地学外活動
手掛襲名
日本大学大判完理工学研究科
委員会名もしくは役職
常任理事(庶務担当)
常任理事(総務担当・事務局長)
『地域学研究』編集委員会委員
学術委員会副委員長
広報委員会委員長
名誉会員推薦委員会委員
学会賞選考委員会委員
年次大会準備委員会委員
Managing Editor， Studies in RegionaI Science 
Executive Secretary，百1ePRSCO of the RSAI 
常務理事(総務)
環境科学会誌編集委員
常務理事(国際担当，東部支部担当)
国際委員会副委員長
理事
理事、総務委員、論文著作賞選考委員、事業企画
委員
理事
Associate Editor 
Associate Editor 
Associate Editor 
Asian-Pacific Editor 
経済政策研究連絡委員会委員(自本地域学会選
出)・幹事
地球環境研究連絡委員会委員
農業環境工学研究連絡委員会小委員会委員
HDP専門委員会オブ、ザーバー
活動内容
非常勤5都市都市・地域政策論j
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北星学霞大学大判完経済学研究科
千葉商科大学大学院政策研究科
(財)地球環境財団f地球環境総合研究所j
B本学術振興会
日本学術会議
(財)茨城県科学技術振興財団
(財)高速道路調査会
(財)高速道路誤査会
(財)高速道路爵査会
(財)日本地域開発センター
PPR(Public計iv滋eRelations)研究会
NEDO(新エネノレギー・産業技術総合開発機構)
4. 箆襟活動
q 海外出猿鯵研穆
国際会議・国際研究集会への参加
期間
4.12-4.21 
8.15-8.21 
9.20-9.28 
11.10由11.15
海外派遣
用務
2004年国際地域学会
イギリス・アイルランド地域学会第
34回年次大会
PRSCO(環太平洋地域学会機織
夏季研修集会
第 51 回国際地域学会~t7長大会
兼任教員f地域経済論特論j
客員教員(非常勤)
客員研究員
科学研究費委員会専門委員
農業環境工学研究連絡委員会
議ケ浦水質浄化プロジェクト地域結集型共同研究事
業共同研究員
道路投資基準研究委員会委員
経法関係、編集委員会
有料道路問題等検討委員会委員
監事
理事
評価者
渡航先 経費
南アフリカ共和国 科学研究費補助金
アイノレランド、 科学研究費補助金
チリ 科学研究費補助金
アメリカ合衆国
(財)茨城県科学技術振興
財団
期間 用務 渡航先 経費
8.2ι8.31 第44回ヨーロッパ地域学 ポルトガノレ共和国 白本学やI-I会議代表派遣
ム大会
ま知也諮査
期間 用務 渡航先 経費
6.18-6.21 持続可能な都市再生政策につい 中華人民共和国 科学研究費補助金
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10.29-11.3 
3-13-3.14 
共同研究
期間
11.20-]2.12 
留学生
て、中国高京、無錫、上海市内の
視察、調査、情報収集
バングラデシュにおける持続可 バングラデシュ人民共和
能な都市開発についての視察、 国
'f青報収集
アジアにおける環境政策の実在 中華人民共和盟
的分析について中国4都市の視
察、調査、慢報収集
用務
集中講義
渡航先
オーストラリア
氏名 出身国 研究科学年 研T謀題
科学研究費補助金
科学研究費補助金
経費
先方負担
劉京 中i連 環境科学 l 食品廃棄物バイオマス資源の循環利用に関する基礎研究
沈志宏 中国 環境科学 l 太湖流域における水質改善の環境政策の評価
察碧月 台湾 環境科学 l 台北市における廃棄物処理とリサイクルの研究
察朱哲 中宙 環境科学 : 中国邸内工地区の交通網と最適交通環境政策に関する研究
金真朱 韓国 環境科学 2 韓冨八堂(パノレダン)湖における汚濁物質削減のための水利用負担
金の運用に関する研究
チェタプ、ツトワラポンタイ環境科学 2 タイ思バンコク市における一高知亮棄物処理システム改善の評価
朴詩草 中国 環境寺ヰ学 2 中居大連市の水不足解消と水質改善のための環境政策
李斌 中国 生命環境科学 4 中国における大気環境管理政策
ジマーメノレへムシリア生命環境科学 5 シリアにおけるパラダ)1流域水質改善のための環境政策
ウノレゲノレスレイマントルコ農学 5 黒海の水質管理のための国際環境政策
申銭渓 韓国 農学 5 韓国における流域管理システムに関する研究
招謄研究員
氏名 出身留 期間 所属機関及び役職
U乙ZamanMd.必<hterバングラデシュ 2002ぺ1.2ト2∞4.1.1ヲバングラデシュ室長行研究部次長
研究者、研究生の受け入れ
王勤耕 中国 2003.10.1-2005.3.31高京大学量i敵授
徐蜂 中密 環境科学研究生延辺の薪エネノレギー導入と大気汚染改善のための環境政策
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6. 学位論文箆{菜
Q 博士議文1)スト
生命環境科学研究科
氏名 論文題毘 主査 部資
リマーメノレへム Enviro山口en滋1Assessment and Comprehensive Policy Measures for Water Polution Isue in 
出eBar泌aBぉin，Syria:A Mathematical Modeling Approach 
(シジアバラダ流域の水汚染問題解決のための環境アセスメントおよび総合政策:数学的
モデ、ノレによる方法を患いて) 氷鐙主義四郎佐露政良宮本邦明
杉浦良IJ夫
李斌 Countermeぉuresagainst Global Warming in China: From批 Viewpointof Advancement of 
A1temative Energy 
〈中留における地球?取菱化対応策:グリーン・エネルギー産業発展の視点から〉
氷鉛援西部小池JE之佐藤政良
宮本邦明
国穆士論文1)スト
環境科学研究科
氏名 論文題呂
内田晋 廃棄物のエネルギ一利用による温緩化ガス排出量削減に関する研究
氷飽揚西部 宮本邦明杉浦員lj夫
今津イ錨l子?副愛似す策税による代替エネルギー導入促進攻策の検討
氷鈍揚鹿部 大津義明吉田謙太郎
チェッタブッド、ワラポンタイ国バンコク市における一般廃棄物処理システム改善の評価
氷鎧揚四郎 佐藤政良杉浦良lj夫
金真朱 韓忠八堂(パノレダ、ン)湖における;号濁物質削減のための水利用負担金の運用に関する研究
氷飽揚西部 宮本邦明西田顕郎
高橋篤史 中国雲南省デン池における水質改善のための流域管理政策
氷銘揚四郎 張援亜吉田謙太郎前)1孝昭
利根川流域における最適水資源J配分のシミュレーション分析
氷飽揚四郎 宮本邦i現西田顕郎
環境マネジメントシステム制度とその評価手法の考察
氷銘揚四郎 吉田謙太郎徳永澄憲
金子治世
杉山博章
? ? ??? ?
氏名:譲村達人
戦名:教授
研究活動
Q 個別報告
(1)土壌の重金属による汚染の除去の目的でカドミウムを吸着する遺伝子の取得を目指してい
る。土壌中の重金属を可溶化する目的で根から有機酸を分泌する能力を強化する植物を構築した。
また、根鴎から重金属を吸収する鉄トランスポーターを単離しその機能を確認し、その遺伝子を
導入した様物を構築した。
(2)ダイコンおよびサツマイモのゲノム解析を効率よく行う毘的で、マイクロサテライトマーカ
ーの開発を行っている。新たにダイコン用に 50種、サツマイモ用に 70種のマーカの開発が完了
した。これらを用いてこれらの有用植物のゲノム解析が進展すると考えられる。
(3)イネの収量増加にはハイブリッドが有力な手法であり、Fl倍体上に種子が結実すナるためには
稔性回復遺伝子(財)が存在することが必須である。今回当該の遺伝子を向定取得することに成功
した。
口論文等
学術論文
J. Hu， M. Nakatani， A. G. Lalusin and T. Fujimura New microsatellite markers developed合om
reported Ipomoea trifida se号uencesand their application to sweetpotato and its related wild species 
Scientia Horticulturae 1 02(4)，375-386， (2004) 
L. Wang， N. Kubota，τ. Higashi， T.Fujimura 
Evaluation of a sequential extraction procedure for the Fractionation of thallium in soils and 
determination ofthe content by f1ame atomic absorption spectrometIy 
Soil Scd Plant Nutr 50 (3): 339-347， (2004) 
H. Akagi， A 
Positional c10ning of the r討lC印eRfι:"1gene， a restorer of BT-type cytoplasmic male sterility that 
encodes a mitochondria-targeting PPR protein 
Theor Appl Genet.， 108(8)， 1449ぺ457，(2004)
1.註u，M.N誌atani，K. Mizuno and T. Fujimura 
DeveIopment and Characterization of Microsatellite Markers出Sweetpotato
Breeding Science 54(2)，177-188，2004 
王科、東照雄、藤村達人
水耕栽培下でのアブラナ科(Brassica)植物によるカドミウムと無機養分の吸収特性
日本土壌肥料学雑誌 75(3)329-337(2004) 
大越昌子，胡景茶，石)1 Iを二，藤村達人
マイクロサテライトマーカーを用いた日本の在来イネの分類
育種学研究 6(3)125-133 (2004) 
思際会議論文(ブロシーデイングス)
Tatsuhito FUJIMURA 
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High throughput gene-expression analyses during salt and ABAωsugar stresses to soybean and rice using 
cDNA-AFLP 
Proceedings of Tunisian時JapaneseSeminar on Culture， Science and Technology (TJCS下2004)33-34 
(2004) 
著書
(訳・編集)
藤村達人
オクスフォード「植物学辞典j
朝倉書活
口外部資金
農水省受託「カドミウムを無毒化する遺伝子を導入した土壌浄化植物の研究J8，000，000 
文科省受託 fライフサイエンス安全研究プログラムJ(代表) 40，000，000 
2. 教育活動
ロ学群
科目名 単位数
? ?? ????? ， ?? ?? ?
実施学期
2 植物遺伝子工学 2 
ロ バイオシステム研究科
? ? ? ??
????????????
標準履修年次 実施学期単位数
1，2 3 2 
q 生命環境科学研究科
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
捕物機能開発工学特論 2 
植物機能開発工学演習 I 3 
植物機能開発工学演習 II 3 
植物機能開発工学問吻涜I 6 
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3. 学内委員会および学外活動
q 学内委員
組織名
遺伝子実験センター
組換え DNA安全委員会
Q 学会活動
日本植物細胞分子生物学会
委員会名もしくは役職
評議委員
幹事
学会名
日本育種学会
その他学外活動
????????? ? ー? ?
?????
活動内容
連絡員
4. 国際活動
o 海外出張・研修
国際会議 a 国際研究築会への参加
?
用務 渡航先 経費
委任経理金5.21 ~5 .3 1 TJCST-2004; Sfax， Tunisia 
?????
??
?
?
?
???
?
、?
????
?
????
?
?
?
? ??
参加
留学生
氏名 出身国 研究科学年 研究課題
Antonio Garcia Lalusin フィジッピン生命環境科学研究科 D4 サツマイモの遺伝子組換え
技術の開発
Degu Hewan Demissie エチオピア 生命環境科学研究科 D2 テフの樹乾燥性の研究
王寧 中国 生命環境科学研究科 D2 ダイコンの根形に関する遺
伝学的解析
Nisar幻1an イラン 生命環境科学研究科 D2 コムギの耐乾燥性の研究
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Babak Behnam イラン 生命環境科学研究科 D2 耐乾燥遺伝子を導入したジ
ャガイその研究
mohammad khairandish イラン 生命環境科学研究科 D2 オオムギの二条性遺長子の
研究
5. 学位議文関{菜
ロ 修士論文1)スト
バイオシステム研究科
氏名 論文題呂 主査 部査
安藤淳司カドミウムの吸収に関わるトランスポーター遺信子の解析(藤村達人、 小林達
彦、星野貴行〉
内山英宣へビノネゴザの Cd超蓄積機構の解明(藤村達人、 小林達彦、星野貴行)
河合良子イネの乾燥耐性に関与する根形震の遺伝的解析(藤村達人、小林逮彦、星野貴行)
北別府由美シロイヌナズナにおける乾燥器1化機構の研究(藤村遼入、小林達彦、星野貴行)
小池充烈光合成関連遺伝子 CABlの発現制御機構の解もIT(藤村達入、 小林達彦、星野数行)
PORNSIRI官ONGWannarat Study of Root Elongation in Response to Osmotic Stress in 
Arabidopsis 
-Re1ation between Root Growth and the Expression of Ce11 Wa11-Related Genes- 藤村
達人、 小林達彦、星野貴行)
ロ 学土論文リスト
生物資源学類
氏名 論文題目 指導責任教官 指導担当教官
猪狩誠 ストレス応答時における光合成関連遺伝子発言読節のシグ、ナノレ伝達機構の解析藤
村達人、太田賢
寺田有希 塩水潅水条件下でトマトの種子の幼植物の生存率を改善させるための種子の発芽処
理条件の検討藤村達人
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氏名:藤巻晴行
職名:講部
1. 研究活動
ロ概要
乾燥地，半乾燥地における持続的潅絞農業に寄与するため，下記の基礎研究を行った。
1. 植物根による吸水の正確な予測に不可欠な吸水モテ、ノレ中のパラメータをなるべく安価かっ
高い精度で推定する方法を考案し，適用を試みた。
2. 塩類集積が土壌面蒸発速度に及ぼす影響を明らかにした。
3. 急速に普及している静電容量水分計の出力の塩分依存性を明らかにし，その補正法を検討
した。
Q 論文等
学椅論文
1. 井上光弘，森井俊宏，西村拓，藤巻構行
プロファイノレ水分計を用いた不飽和透水係数の原位童試験法
農業土木学会議文集，231，39-45(2004) 
2. Sho Shiozawa and Haruyuki Fujimaki 
Unexpected water content profiles under flux-limited one-dimensional downward infiltration in 
initially dry granular media 
Water Resour. Res.， Vo1.40， No.7， W07404 
口頭発表
1. 浅井正浩，藤巻構行，井上光弘，安部征雄
根の吸水モデノレのパラメータの決定:1.水ストレス条件
平成 16年度農業土木学会大会講演要旨集 CD
2. 藤巻晴行，安藤義武，雀益斌，井上光弘，安部征雄
根の吸水モデルのパラメータの決定:2.塩ストレス条件
平成 16年度農業土木学会大会講演要旨集 CD
q 外部資金
奨学寄附金
誘篭率を利用した土壌水分計の校正手法の確立) (株)ウイジン) 1，000，000 
共同研究
根による吸水と蒸散に伴う塩集積のモニタリングと数値予測
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鳥取大学乾燥地研究センター， 180，000 
2. 教育活動
ロ学群
科呂名 単位数 標準履{彦年次 実施学期
フレッシュマンセミナー
生物資源科学実習
生物資源科学演習 2 2，3 
計測制御工学実験(分担 :11) 1.5 2 
生産基盤工学(分担 :41 0) 2 3 
生物環境工学基礎演習(分担 :2110) 2 2 3 
土壌資源利用学実験(分担:51 0) 1.5 3 3 
土質工学(分担 :31 0) 2 3 
3. 学内委員会および学外活動
Q 学内委員
組織名
農林工学系
国際地縁技術開発科学専攻
生物資源、学類
委員会名
運営委員(総務)
レクリエーション委員
BRES担当委員
ヨ学会活動
学会名
日本沙漠学会
水文・水資源学会
農業土木学会
委員会名もしくは役職
総務委員(ウェブサイト担当)
編集委員
筑波大学連絡委員
4.国際活動
q 海外出張・研修
国際会議・思際研究集会への参加
期間 用務 渡航先
アメリカ土壌学会年次大会 アメリカ合衆国
でのポスター発表
????
10.30-11.8 
117 
5.学位論文関係
q 学士論文 1)スト
生物資源学類
氏名 論文題目 指導責任教員指導担当教員
下堀項三 ECH20土壌水分プロープ、の塩濃度依存性とその校安部征雄 藤巻晴行
正法
島野隆寛 塩クラストが蒸発速度へ及ぼす影響の定量化 安部征雄 藤巻靖行
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氏名:!真板秀二
戦名:助教授
1. 研究活動
q 鑓完Ij報告
1 .農林技術センター)1上演習林の鞍骨試験流域で渓流水中の溶存イオンの分析を行い、流出と
の関連についての検討を開始した。
2.文部省科学研究費 ((A)(2):海外学術調査) r東南アジアにおける農業機械設計概念の特質
に関する調査研究:代表、小池正之(筑波大学)Jの研究分担者としてタイの東北地域で耕作形
態と土壌侵食問題に関する現地誠査を行った。
3. 文部省科学研究費((B )(2)) rハイドロフォンを用いた流砂撃の非採取現地計測システムに
関する研究:代表、宮本邦明(筑波大学)Jが最終年度に入札この研究の分担者として分担項
自に窮する調査研究を行った。
4.林野庁水源林造成事業期中評価委員会委員として独立行政法人繰資源、機構が実施した水源林
造成事業の期中評価を行った。
5. 茨城県公共事業再評価委員会委員として茨城県の公共事業の再評価にかかわった。
6.独立行政法人森林総合研究所の「森林の国土保全、水源j函養、生活環境保全機能の高度発揮
に関する研究J評価委員として評価会議に出席し研究評価を行った。
7. (財)建設技術研究所の砂防水理模型実験検討委員会委員として、砂防事業実施のための各種
模型実験に関して技術的な助言を行った。
口論文等
国際会議論文(プロシーヂイングス)
1. H.Maita， M.Kimura， K.Lorsirirat， T.Marutani， M.Higo and S.Ogawa 
Influences of Land U se Changes in a Quarter Century on Soil Erosion and Sediment Delivery of the 
Lam Phachi Watershed， Westem Thailand 
Intemational Congress INTERPRAEVENT 2004， Congress publication， Volume 1， Topic 3， 183-194， 
Riva Del Garda Italy (2004) 
2. M.Kimura， T.Marutani， H.Maita and K.Lorsirirat 
著書
Deformation ofRiver Bed in the Lam Phachi River， Thailand. 
Intemational Congress INTERPRAEVENT 2004， Congress publication， Volume 4， Topic 8， 129幽138，
Riva Del Garda Italy (2004) 
1. 真板秀二(項目分担)
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砂防学会編「改訂砂防用語集j
山海堂，432pp. (2004) 
口頭発表
1. 山本晶子、奨板秀二、内田;謹二
千曲)1源流における溶存元素の長期流出特性と洪水持の変動
第 116回日本森林学会大会講演要旨集 (CD)(2005，3 
口外部資金
科学研究費
1. ハイドロフォンを用いた流砂量の非採取現地計測システムに関する研究(分担)
基盤研究(B)(2)、(総額:2，100，000円)
2. 東南アジアにおける農業機械設計概念の特質に関する調査研究(分担〉
基盤研究(A)(2)海外学術調査、(総額:4，700，000円)
2. 教育活動
3 学群
科目名 単位数 標準履修年次
計測制御工学実験(分担:1/10) 1.5 2 
流域保全学(分担 :5/10) 2 3 
地域環境管理学(分担 :4110) 2 3 
地域環境管理学演習(分担:311 0) 2 3 
森林環境工学実習(分担:15) 3 
森林水文学(分担:3/1 0) 2 3 
流域保全学実験(分担:2/1 0) 1.5 3 
総合科目・森林(分担 :11 0) 1・2
q 生命環境科学研究科
科目名 単位数 標準履修年次
生態保全工学 2 1・2
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実施学期
夏季集中
2 
3 
2 
実施学期
3 
3. 学内委員会および学外活動
q 学内委員
組織名
農林工学系
農林技術センター
生命環境科学研究科
就職委員会
委員会名
運営委員(研究推進担当)
演習林報告編集委員、植物見本題委員
農林関連3専攻入試実施委員会福委員長
公務員試験受験対策指導教官
ロ その他学外活動
組織名
茨城県
独立行政法人 森林総合研究所
活動内容
公共事業再評価委員会委員
「森林の国土保全、水源j函養、生活環境保全機
能の高度発揮に関する研究j評価委員
水源林造成事業期中評価委員会委員
砂防水理模型実験検討委員会委員
林野庁
財団法人建設技術研究所
4. 毘際活動
現地調査
期間 用務
タイにおける農業機
械設計概念の特質に
関する調査
渡航先
タイ
経費
科学研究費11.23幽29
5.学位論文関係
? ? ?
?
?
? ?? ?? ? ?? ?、 ?? ?
?
? ?
中村和央
論文題目 指導糞任教官
落石と乾燥岩屑流による岩盤斜面 異板秀二
形成プロセスの実験的研究
千曲J1水系三沢J1源流における 箕板秀二
2000年の洪水を契機とする階段状
河床地形の変化
指導担当教官
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前)I1孝昭 五在AEKAWA.Takaaki 
平成 16年度における主な研究内容
平成 16年度は生物のもつ機能やl持性を生かす生物資源、プロセス工学分野及び食品工
学関連分野について研究を実施した。特に食品プロセス工学、生物資源プロセス工学
及びエネノレギー・資源・生物園システム学・環境科学分野についての研究を行なった。
中留との環境工学に関する共同研究を科学技術振興機構 (JS T)の「戦略的国際科
学技術協力推進事業jで、行なった。株式会社安部との共同研究(己)を実施した。ま
た、中国北京大学との拠点大学方式学術交流(日本学術振興会)の筑波大学側研究代表
者(コーディネーター)として、この事業の第 8年度の研究交流を指揮し、派遣 49
名、招鴇 53名を達成した。文部科学省産学官連携事業「霞ヶ浦ノ〈イオマスリサイク
ノレ開発事業J(研究代表者)の研究の 3年度を実施し、最終年度として成果をまとめ
た。バイオマスに関して学術会議農業環境工学研究連絡会の中の小委員会の委員長を
務め、その取りまとめを行なった。バイオマス資源やこれらの活用に関する各種の委
員会の座長及び評価委員となり、報告書の取りまとめに当たった。 21世紀COEプロ
グラムにおいて研究成果を公表した。研究の一部は下記の原著論文として出版された。
16年度の論文
Keo Intabon， Li Hong， Yutaka Ishikawa， ltakaaki Satake， Takaaki Maekawa 
Production ofbiodegradable films okara protein and sodium dodecyl sulfate 
J. Society ofAgricultural Structures， Japan35(I)， 17・24(2004).
部桂玲，西尾道徳、，前川孝昭
フィターゼによる家畜飼料中のフィチン態リンの分解に及ぼす亜鉛及び銅の影響，
農業施設、 35(1)，9・15(2004)
Pomin Li， Fumitaka Shinya， Zhenya Zhang， Takaaki Maekawa 
Analysis of mesophilic methanogens on entrapped carriers contained inorganic trace 
elements under low temperature acclimatization 
J. Society ofAgricultural Structures， Japan35(2)， 75-82(2004). 
Yang， Y.， Tsukahara， K.， Sawayama， S.， Maekawa， T.
Anaerobic digestion by a fixed and fluidized hybrid reactor packed with carbon felt， 
Materials 
Science and Engineering C， 24 893・899(2004) 
Chuanping Feng， Norio Sugiura， Takaaki Maekawa 
Performance of two new electrochemical treatment systems for wastewaters 
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J. ofEnvironmental Science and Health PartA， A39(9)， 2533・2543(2004) 
Y.F.Yang C. P. Feng， Y.Inamori， T.五在aekawa
Analysis of energy conversion characteristics in Liquefaction of algae 
Resource， Conservation and Recycling， 43，21・33(2004)
Norio Sugiura， Motoo Utsumi， Bin Wei， Norio Iwami， Kunihiro Okano， Yukio 
Kawauchi， Takaaki Maekawa 
Assessment for the complicated occurrence of nuisance odours form phytoplankton and 
environmental factors in a eutrophic lake， 
Lakes & Recervoirs:Research Management，9， 195乞01(2004)
Chuanping Feng， Norio Sugiura， Yuzuru Masaoka， Takaaki Maekawa 
Electrochemical degradation of microcystin -LR 
J of Environmental Science and Health， Part A，40，453-465(2005) 
Akinori Tsuruta， Yasuhiro Kawano， Takaaki Maekawa and Syuichi Oka 
A short peptide GPIGS promotes proliferation ofhair bulb keratinocytes and 
accelerates hair regrowth mice. 
Biol. Pharm. Bull. 28(3)， 485・489(2005)
-平成 16年度に出願又は取得した特許等
Takaaki Maekawa 
Method of removing phosphoric acid containing wastewater 
Pat.No. US 6，716，357B1 USA (2004.4.6) 
前J1孝昭、病伝平
「微量有害物質の酸化分解装置j
特許番号 Z L 00807255.8 中国 (2004.4.14)
Takaaki Maekawa 
Two-phase type methane fermentation reactor 
Pat.No. 12005500 Germany (2004.5.6) 
前川孝昭、藤田和男
Purifying apparatus 
特許番号 ZL 00800619.9 中国 (2004.5.26)
Takaaki Maekawa 
Method and apparatus for treatment of organic mattercontaining wastewater 
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Pat.No. 82982 Singapore (2004.5.31) 
Takaaki Maekawa 
Method and apparatus for treatment of organic mattercontaining wastewater 
Pat.No. 1161400 Germany， France and Britain (2004.6.16) 
前)1孝昭
「二相式メタン発酵装置j
特許番号 ZL00811062.X 中国(2004.9.15)
Takaaki Maekawa 
Apparatus for purifYing water containing dissolved organic matters and trace 
harmful substances 
Pat.No. US6811660 B2 U.S.A. (2004.11.2) 
-平成 16年度における招鴨学術講演
2004.9.29 
東京都中央区で開催された社包法人日本有機資源協会主催のバイオマスサロンにて講演
タイトノレ fバイオマス・ニッポンの目指すところに産・学・官はどのように支援すべきかj
2004.10.8 
茨城県高等学校長協会県西地区校長会研究協議会主催で開催された講演会にて講演
タイトノレ r21世紀をたくましく生きる世界的視野を持つ人材の育成j
2004.10.11 
2004年度国際農業工学会思際会議北京大会にて発表
タイトノレ rWaterextract of sugarcane bagasse enhances filamentous mycelium 
growth under liquid cultureJ 
2004.10.28 
北九州市で関催された(独)新エネノレギー・産業技術総合開発機構主催の「バイオマス・
ニッポン ln九十Hセミナーj で講演
タイトル「バイオマスの多面的機能の活用と循環型社会の構築J
2004.12.7 
台湾扉東科技大学で開催された InternationalSymposium on Tropical Agriculture & 
Agro-biotechnologyで招待講演を行なった。
タイトノレ rOn the Biomass Science and Technology in J apan and the Government 
StrateぉrJ 
-学会活動
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国際農業工学会 (CIGR) 理事
日本農業工学会 副会長
農業施設学会 幹事
日本植物工学会 評議員
日本生物環境課節学会 評議員
生態工学会 評議員
日本食品科学工学会
農水省農林水産技術会議「農林業におけるバイオマスエネノレギ一実用化技術の開発j
プロジェクト研究等評価会委員
農林水産省 バイオマス手Ij活用穣良表彰審査委員
日本有機資源協会技術委員会 生物系廃棄物資源化マニュアノレ策定専門委員会 熱・
エネノレギ一分科会副委員長
-平成 16年度における受賞
2004年 5月 日本農業工学会功績賞受賞
-平成 16年度における科学研究費等の受領
拠点大学方式学術交流:日本学術振興会:代表:26，000千円
「都市エリア産学宮連携促進事業」霞ヶ浦南岸振興都市エリア:生ご、み・家畜糞尿バイオマス
のエネノレギー化、ンステムの開発:(財)茨城県科学技術振興財団:代表 17，515千円
戦略的国際科学技術協力推進事業「湖沼の富栄養化妨止・修復のための持続可能な生
態環境保全技術の確立J:科学技術振興機構:代表 18，000千円
民間との共同研究 B(有限会社筑波ノくイオシステム):食用担子菌の成分抽出に関する
研究:2，500千円
筑波大学r21世紀COEプログラム(生命科学領域)J :複合生物系応答機構の解析と農学的
高度利用:1，000千円
民間との共同研究B(株式会社安田):食用担子菌の成分抽出に関する研究 600千円
-平成 16年度における海外公務活動
2004.7.16-7.23 拠点大学交流事業に伴う、セミナーの開催及び共同研究
中華人民共和国、 拠点大学交流事業
2004.10.8-10.15 2004年度国際農業工学会国際会議北京大会への発表、総会への出席
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中華人民共和国 都市エリア産学官連携促進事業
2004.11.25 -12.2 水源地修復及び水質改善技術の応用の共同研究実施
中華人民共和国 拠点大学交流事業
2004.12.6 -12.10 台湾国際シンポジウム rSymposium on Tropical Agriculture & 
Agro跡biotechnologyJにて招待講演
中華民国先方負担
2005.2.28-3.5 中国バイオマスエネルギー開発状況調査の団長として参加
中華人民共和国私費
2005.3.18 -3.23 淑沼の富栄養化防止・修復のための持続可能な生態環境保全技術の確
立j の研究打ち合わせ及び技術的検討
中華人民共和国 科学技術振興機構
-平成 16年度における客員研究員の受入
2004.10.1-2005.9.30 
鴻江(中国政府派遣研究員東北師範大学都市と環境科学学院教授 中国国費)
研究題目「高濃度廃水の高度処理に関する研究j
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氏名:宮本邦号汚
職名:教授
1. 研究活動
ロ岱完1報告
流域一貫した土砂管理を密約に流砂量観測の重要性・必要性が強く認識されるようになってお
り、観測手法の確立が求められている。特に、流砂を採取することなく、しかも粒径5IJに得るこ
とができる手法が望ましい。本研究では河床に設援したパイプに流砂が衝突する際に発するー音を
処理して粒径男IJに流砂量を得る推定手法について研究を行い、掃流砂についてはJIS簡の粒径比
程度であれば十分な粒径分解能を持つことを明らかにした。
また、同様に、流域一葉した土砂管理を行う上で、これまで多様な形態に分類されてきた流砂
を含む流れを連続的・統一的に理解する必要が生じており、そのための力学的基礎理論を構築す
る必要がある。そこで、これまでの流砂に関する力学について改めてレピ、ューを行うと共に、力
学的に統一的な取扱をする上での問題点を抽出した。これは、新たな流砂の力学的体系構築の出
発点となる。
水源部を構成する山地流域では労働力不足や経営的な条件で人工林の管理が不十分なまま放
置されたり撤回の耕作放棄が発生するなどの問題が生じており、流域管理・保全の面からも大き
な問題となっている。その一方で、それらの国土保全面からの機能の解明も十分ではない。特に、
棚田には流域保全上様々な機能が期待されており、その解明は念、を要する問題の一つである。そ
こで、撤回の持つ流域保全機能を評価する擦の骨子となる撤回における流出過程の評価手法につ
いて検討すべく、試験流域を設定して観測研究を行った。
Q 論文等
学術論文
1. 小田晃，長谷川祐治，水山高久，野中理伸，宮本邦明
水理模型実験におけるハイドロフォンを用いた流砂量計測
水工学論文集，第48巻， 745・750，(2004) 
総説・解説
1. 宮本邦明
危機管理と警戒避難
砂紡学会誌，第 57巻第6号，ト2(2005) 
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q 外部資金
科学研究費
1. ハイドロフォンを用いた流砂量の非採取現地観測システムに関する研究
基盤研究(B)(2)，2，100，000 
2. 連続体力学を基礎とする流砂の新しい力学体系の構築
萌芽研究， 1，400，000 
受託研究費
1. 平成 15年度流域留における水循環・農林水産生態系の自然共生管理技術の開発「少流域機
回における水、土砂等の循環・移動プロセスの解明j
独立行政法人農業・生物系特定産業技術研究機構九州沖縄農業研究センター， 358，000 
2. 教育活動
日学群
科目名
実用解析 I
流域保全学(5自分)
土質工学(4自分)
森林水文学(2回分)
流域保全学実験(5回分)
q 環境科学研究科
科百名
環境科学実習(1因分・分担)
自然環境野外実習E
総合流域管理学
q 生命環境科学研究科
科目名
流域管理学特論
環境水工学
単位数
2 
2 
2 
1.5 
単位数
2 
単位数
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2 
2 
標準履修年次
2 
3 
3 
3 
3 
標準履修年次
標準履修年次
実施学期
2 
3 
実施学期
2 
実施学期
3 
3 
3. 学内委員会および学外活動
ロ学内委員
生命環境科学研究科生物留資源科学専攻
委員会名
入試実施委員
入試委員長
工学系主任
運営委員
教育課程委員
人事検討委員
単位認定委員
JABEE委員
領域主任
クラス担任
広報リクノレート
総合領域世話人(高1])
将来構想、委員
カリキュラム委員
環境科学研究科
Q 学会活動
????
?
?????? ? ? ?? ???? ????? ?? ?
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氏名:山口智治
職名:助教授
1. 研究活動
o偲完Ij報告
1. CFDによる生物生産施設内空気分布予測と制御に関する研究
Computational Fluid Dynamics法を援用して花き栽培用のパッドアンドファン大型冷房温室における
気流および温度分布に関する解析を行ない，本冷房システムの設計指針を提示した。
2.省エネノレギー型日光温室の熱環境形成機構に関する研究
中国の在来型省エネノレギー温室で、ある日光温室の熱環境形成機構を解明するため，中国j審陽市に
おいて大型温室の熱環境計澱実験を行い，解析検討を加えた。
3.トンネノレ換気方式ワインドウレス鶏舎における環境制御に関する研究
中国において広く導入されているトンネノレ換気方式の大型種鶏舎内の環境制御法に関する検討を
行い，北京市郊外にある夏季暑熱期にパッドアンドファン冷房システムを運転する施設における現
場計測実験を行し1解析した。
4.太陽エネルギ一利用による塩水淡水化システム開発に関する研究
2蓋被覆ソーラスチル型塩水淡水化装置の基本的熱特性，集水効率について解析を行った0
5.栽培植物の水分ストレスに関する研究
栽培植物の水分ストレス検知法について検討し，実験システム設計を行ったO
q 論文等
学術論文
1. Tong， 1.， Y. Yang， T.Yamaguchi， Y.Ma， H. Yu 
Friction and Wall of the Shell of Mollusc Lamprotula fiobrosαHeude in Drying Sliding under Low 
Load at Low Velocity. 
Biosystem Studies， 7(2)， 136帰144.
口頭発表
1. 遇、淑梅，星典宏，山口智治，李保明
CFDによる生物生産施設内空気分布の解析ーパッドアンドファン冷房大型温室における温度分
布解析一
2004年度農業施設学会大会議演要旨集)152-153(2∞4). 
2. 畔榔武司，山辺智治
日光温室の熱環境形成機構に関する研究-数値モデノレによる温室構造が室内気温に及ぼす影
130 
2004年度農業施設学会大会講演要言集， 88-89(2004). 
3. 文哲民，山口智治，畔柳武司，遇、淑梅，王鉄良，終国紅，白義室
型B光混室の熱環境形成機構に関する研究-遼藩立製大型温室における熱環境特性について
2004年度農業施設学会大会講演要旨集， 86由87(2004).
4. 塔木札布，遇、淑梅，星典宏，山口智治，郡松林
中国における大型ウインドウレス鶏舎の環境調節に関する研究-冬季の鶏舎内空気分布と熱収
支-
2004年度農業施設学会大会講演要旨集， 16-17 (2004). 
5. J 1茜啓文，山口智治，馬承{章，李保明
受賞
中国の主要養鶏生産地域における鶏体からの発生熱量
2004年度農業施設学会大会講演要旨集， 14也15(2004). 
1. 2004年度農業施設学会論文糞， Studies on Thennal Environrnent of the Sunlight Greenhouse， 
2004.8.9 
2. 2004年度農業施設学会大会ポスタープレゼンテーション最優秀賞， CFDによるパッドア
ンドファン冷房温室内の気流および混度分布解析，2004.8.9
Q 外部資金
科学研究費
1. CFDによる生物生産施設内空気分布の制御に関する研究
基盤研究(C)(2)， 2，000，000 
2. 教育活動
q 学群
科目名 単位数
計測制御工学実験(1回分) 1.5 
流れの科学 (5回分) 2 
熱・物質移動の科学(3自分) 2 
生物生産施設学 (5自分) 2 
生物生産環境情報学 (5回分) 2 
生物生産システム学基礎実験(5四分) 1.5 
生物生産システム学実験(5回分) 1.5 
生物生産機械・施設学実験 (5回分) 1.5 
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標準履修年次 実施学期
2 
2 
2 2 
3 
3 
3 2 
3 3 
3 3 
i食品工場設計(2自分) 1.5 3 3 
3 バイオシステム研究科
科自名 単位数 標準履修年次 実施学期
生物資源環境・情報学 2 3 
日生命環境科学研究科
科目名 単位数 標準履修年次 実施学期
植物生産施設工学 2.0 
3. 学内委員会および学外活動
口学内委員
組織名 委員会名
バイオシステム研究科 運営委員，大学問交流委員長
口学会活動
学会名 委員会名もしくは役職
農業施設学会 常任理事，編集委員長
3. 国際活動
ロ海外出張・研修
国際会議・霞際研究集会への参加
期間 用務 渡航先 経費
6.14網6.17 Int. Workshop"EnvironmentaI 韓国 私費
Con廿01and Structural 
Design for Protected 
Cultivation"参加
海外派遣
期熊 用務 渡航先 経費
7.9幽7.19 拠点大学交流計密 中国 呂本学術振興会
9.21-10.3 拠点大学交流計画 中国 日本学術振興会
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12.7-12.12 
現地謡査
期間
11.27-12.1 
共同研究
期間
05.3.8-3.15 
留学生
氏名 出身国
定義、 淑梅 中国
文哲民 中国
塔木tL布 中国
招轄研究員
氏名 出身国
蓋仁傑 中国
イ冬 金 中国
拠点大学交流計画
用務
熱帯農産物流通調査
用務
自光温室の環境計澱
実験
研究科学年
生命環境科学 5 
ハ、イオシステム 2 
ハeイオシテム 2 
期間
中国
渡航先
ベトナム
渡航先
中国
研究課題
自本学術振興会
経費
私費
経費
科学研究費
大型温室のパッドアンドファン冷房システム
に関する基礎的研究
中国の遼滞 I型および立型日光温室の熱環境
特性に関する研究
トンネノレ換気方式ウインドウレス鶏舎の環境
務節に関する基礎的研究
所属機関及び役職
05.2.15-3.1 中国農業大学水利土木工程学院，部教授
(JSPS 2国間交流外国人研究者)
05.3.25づ.23 吉林大学生物・農業工程学院，院長・教授
(JSPS2国間交流外国人研究者)
研究者、研究生の受け入れ
研究生
王蕊，中国，吉林大学， JASSO短期特別研究生， 04.04.01 "-'04.09.30 
6.学位論文関係
q 博士論文リスト
生命環境科学研究科
氏名 論文題自 主査
趨淑梅 大型温室のパッド、アンドファン冷房システム 前)1孝昭
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届IJ査
山口智治
に関する基礎的研究 佐竹峰顕
宮本邦明
q 修士論文リスト
バイオシステム研究科
氏名 論文題岳 主査 高IJ査
文哲民 中国の遼j審I型および豆型日光温室の 山口智治 佐竹隆顕
熱環境特性に関する研究 前)1I孝昭
塔木ナし布 トンネノレ換気方式ワインドワレス鶏舎 山口智治 佐竹隆顕
の環境調節に関する基礎的研究 杉浦知j夫
) 1I原昌志 二重被覆ソーラスチノレの造水特性に関 山口智治 前)I[孝昭
する研究 杉浦員Ij夫
l34 
氏名:余忠章
職名:講師
1. 研究活動
ロ個別報告
省資源型ロータジ耕うん爪の開発に関する基礎研究
ロータリ耕うん爪の低コスト化を図るため継続し，耕うん爪の試作をメーカに依頼し市
販Jl¥の 1本当たりの平均質量 793.12gを平均質量 243.42g (31%) の低コストを図り盤場
試験を実施し実用が可能であるものと推察した。年間約 200万本製造されている爪を 30%
軽減することで475.800tの資材の節減が図られ資源、の損失に大きく葉献できるものと考察
した。更に耕うん爪の交換時間の短縮を図るために，従来からのボノレトで回定方式から，
ローノレどン]本霞定する方式に改善し、約 i分 30秒の短縮が得られた。しかし作業中に口
ールピンの脱落台爪の取付部の摩耗等が見られることから今後吏にローノレピンの脱落防止
や爪国定部の鍛材の材質及び硬度等の改善について検討が必要である。ロールピン悶定方
式が採択できれば交換時間の短縮に大きく貢献できる。これらの研究成果と課題について
第 63田農業機械学会年次大会で発表した。
口頭発表
1.余田 章・小池正之・瀧)1具弘@長谷)1英夫・松本安弘・本間 毅・驚藤明
省資源型ロータリ耕うん爪の開発に関する基礎研究
第 63罰農業機械学会年次大会講演要旨， 15四 16 (2004) 
2. 教育活動
3 学群
科目名 単位数 標準履修年次
物生産システム学基礎実験(分担:11 0) 1.5 3 
生物生産システム学実験(分担:1110) 1.5 3 
生物生産システム学実習(分担:3110) 3 3 
生物生産機械・施設学実験(分担:1110) 2 3，4 
生物生産機械工学実習(分担:511 0) 3，4 
生物生産材料学及び実習 2 3，4 
生物材料加工学実習 2 3，4 
生物資源生産科学実習(分担:411 0) 2 2 
フィーノレドに学ぶ食と緑(分担 :311 0) 3 1，2 
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実施学期
2 
3、
1，2，3 
2，3 
3 
1，2 
1，2 
1，2，3 
5. その他
農林技術センター
農林技術センター農業機械斑の主任教員として下記の任務を遂行した。
1. 金属加工・木材加工に関する、学類の教宮及び学生からの依頼による実験装置・試験片等
の製作に関わる対応、を行った。
2. 農林技術センター内部における農機具類の点検整備及び修理等を行い作業の業務が円滑に
遂行できるよう対応した。
3. ホイストクレーンの整備点検を業者に依頼し、作業の安全性を図った。
4. 大型特殊免許(農耕者に限る)無資格者2名に対し免許取得の対応を図った。
筑波アジア農業セミナー (TASAE)・その他
平成 16年度TASAE実行委員として運営に当たった。
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